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内容梗概

ｊ

　本論火は新しぺ考察しタこニ端子ヵ超高周波回路凛子にm ■■cぷ｡りこも

め-C'h -- -̂C.　狂巻のインビーダンスと筒単11見孟レよく実現ごヽせる,・と

力心未心のら可変インピーダンス・路水子と名手ﾅﾉ≒

　この論文は２郵９東より成ち第工部は可｀変インピーダンｘ回路素子

を１クの回賂素子とし･（考えﾉﾆ場合に就い｀（論じ゛，穿皿部は七れの息用

に就いて論じ｀｛い乙。

　亭丿章ぱ在息インピーダン･スを取り得る回路カダ奏性と重要性,ニークい

£考え，従未よい使用レｔい｡も回路を調べ。埋感的なふの種ク）回路素子

ご備え心べき條裡にタいで述ぐ£あ乱

　參２象は新レい考象い二可浚インピーダンス回路素チの理論的な計算

色行い，回路素子・調整箇所とスミス陶表上ご・軌跡とび寓単で，しか

し独立な対応陶荷十あ石ふとを埋論丿引こ示汝匹

　第３章いよ第２章こ・一般論の條糖をぞ乱えに回路ヽ素子を具体的に導波

管回路（幻゛）/りしぐンド）｀ｃ試作したのもそlク）回路孝子゜薦私祐゛

Ｍｅバ｀ンド，ｓ於けろ実験結果及び構成票素の短絡ピストン及びヽ抵抗林の

ﾃｰ-ｘ－の長さ等1ニクいｔ詳細,こ楡紆レ，新レい丁‘決づンピーダｙス回

路素子£作る場ふ。設計指針を与えこい乙。

　第ヰ章は茅２章の一般論ヵら考えら４る同軸管並乱こぞ行線形の可変

インピーダンス回路にっい町　とれらの分類法，構成例まび七計算法等

についで竃べべあ貼　との一報的な可変インピーダンス回路の件っ特徴

を，そうでない普‾丞のもタ）と対比レで明lsした。

　第５章は可変ｊｙビーダンス回路の設計。難易，エ作・靖翔変，使用

粁粁・盛真性等は勿論のこと=，七の周波数ﾉ休止，理論的或は埋思釣な

要求條畔とニ実験的な性診ヒの差違手泌ｔを友

　この回路ぼ極め亡基礎的なインピ・－ダンス，こ関して取扱りにものであ



る力ヽら種々の塵用か’あゐの･で，・やれを第皿弗に納めに。

　第乙章は息用分野を在息イクピーダンｘを取,川平石。路,といｃ。両極

端，即ち完全短絡散置，漱反射発端と･パ（の利用，狂志インピーダンス

作成回路を必要とする各履の無用，ぷ，び'こぺ）可変インビーダン／べ回路。抵

抗体と除いμ喉置の無用とに３大別レｔ説明しｔお心。

　屡７車ぱ姪島イｙビーダンスを取り俘る標準回路とレ（の利用Jり可能

性と可変イｙピーダンス回路とりーケ旅図の作成に利月すゐjみ合に･フい

（差ぺ｀あ心。リーヶ峰図-ヽの庖,用でぱ光グ｀在来の方法,lタいｔ胤説レ，

この回路と侠って取ったりーケ脈＠の実線例についぞ詳述ら　これｔ用

いるか法の非議を明にレ乙いゐ。別ヒ初期に行々zこ粉波マグネトtフンり

突験についｔも略延し｛めろ。

　ネ８章ぱ回路ヵ檎威機構を慮,用するヒ，あ低両力率の偉物誘電藤の終

電定拡七極めｔ尚単正確に，レかも寿現性よく測定レ得るヒ云ラことを

理陶物並び七奥岫的に詳細,こ亮べんと共･こ，この新レい測定法を在米の

方法と比粧検計レｔその恚義七朋,ｓレｔあ乱え，誘電｡体移相乱抵抗

減教永のテーパー部分の設計|二対する基礎的球データーをも出すととが

出禾石ことと示し/≒

　第夕章は本ヽ研克５成果を箇條客にし･で纒あてあゐ。

Ｓ
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　　　　　　　　　　第　１　部

　　　超あ周波可変インヒ・－ダンス回路素子

　　　　　　　　　第１章　総論

ｊ．１緒言

　マイノロ波原域,ｌ於むも低周波ｏ場かと同林に狂恋の与えられ犬植を

もっイッビーダン.｀Ｌ作Åするダ參のあゐ場合が｀多い，伊」．ば屈,種・回

路イッヒ・－ダンスと同レ値£もっ巣似回路とレで．又，フデ）クＴ等を

用いたブリヅデ回路のーつのアームとして在恋のインピ゜－ダンスを筒単

に萍にい場合，及び順荷.インピーダｙスり循によ･フｔ変タ（くゐ超あ周

波奥必管っ働非を表す蒔のjノーヶ峰図を求力る場ふ等ヽ（布石．

　所ぴマイクロ亥順域になると低周波に侠っｔいにコイル･，蓄電器，掲抗

と云つだ回路素子カヘ脈粋にインダクタンス，キャズシタンス，j氏抗とし

尨働く苧を期待出水なくなリ，夫々混合レアニちの素子に変り･（レまラか

ら，之等L.C.尺を組合せｔ狂恋・インピーダンス左絆る事は,極め（困難

となる．七こぐマイクロ波･偵鍼では波長が短いふぐ，溥送回路･こ数波長

厄をキせろことが檎圭よ簡早，ｓ出氷んから，こﾆり性質を利用レｔ溥送線

によ心インビーダンスの変揆を.行クで.いゐもレ）がぶんど全部であると云

ワー（差支えない

１，２在巻のインピーダンスを取り得るニ端子の回路素子

　レ工Lt回端子の整合回路と無反射終端を組合せ乙場合

　現在之ｍ発右,さ丿レこい冶回路で使息ｏインビーダンスを取り得ろ二端

子の回路寺子ぱ，最終端に=煕反射端を置き，七れよリ電源側に変成.器

⑤かふ,吋がyL?)Vux)と叫≒ドことが出水石‾ク或は恭個のぶy‘４に４･＆サに友山゜｀



等を二置い｛７之から生ずる友射破９人いさ友ゴ辻力（帽tl卜し･c，叩冰仙

ｏ考え゛（いゐ標準点( 'uJjt^i-i/nXJ/゛ふ/j’で示す嶮ｷﾞiｸｰや本牧ｆ女①ヽ゛け

七いる形式のうの■C ,(',,.i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■/;s)　　　ａ）移動出釆乙ぶらひｙ乞用いるもめ

　置太さｏ．ダｙｙを矩れ尊浪管へ底面中兇に/..’･，　奇談

管内･こ彿八す）丿も力ぐヽ．］の丿.Ｑﾗｊ,jびと争けと台Ｃしベノバ.えｿｃ.し・り叫丿∧ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９

軸う向し侈動す心梯に友っている．こ乱は成年（あるが二U-'tJt.-ij-　う.,:。＼

と塚ｊしより参政管に並列iﾆ.入石ノドこツタンベカ変則がブヘ介号，削（｀

ぶいレ．又.底面，・あけろ．ジダ「lふっこ．タソz乙匹　力水」が釧服」バる．

ユ（ンぬ政一の昇ノヽ深ごこ八るアド

ミツタンスの値は七の点ぐば

第１づ図の様にスミス図表上

の軌跡が図でＣとホされに円

亡ある。之£年波管方向,ｃ動

かす（　その暴動距離と管内

波長で表はレだ角度だ丿回転

にこＤの様なスミス図表上。

ｊンビ）－ダｙスに変換される。

　　b）Ｊ今尹ふれにを

　　　　　　　　　砂ダ）　　　　用いるもの

　こ鎚は阜波音かよ同紬管の　第エ・ｊ図　スミス図表上のぷ（万ｔの飢跡

中にλ枚・損失。少い誘ｔ体（必,妬在べ高尹ぶ゛“ふjを挿’｀い　そ″）

｡話ケの管軸か向め長さぱ共,ｎ該勝ｔ非,を含んだ管内波長λｊの刄ち

こ枚の４ムヅ向。距敵乱よ孤λｊだけ一動かせる様になツてぃ瓦叉にこ

・二枚の一dふ伊は一緒にχ管軸方向,ニ･移動出米るよラになクー（いる。

　このゐぶ乙４＆ケÅ心以バよその構造ドや。複巣なこダ取り疹る反

射府,敏,ｓ制限£受けること及び釈反射端と含めると，柏当の長さが≠要

ｊ

１



ｉ

∂
り．２ｙ

　　　　　　　　‥･　アー

と心l心学・映奥はある

が｀，ぞのスミス図表土

の軌跡力ぐ略に

追いこと及び｀任意ヽク)イ

ンピー▽ダンスとずん欧す

乃.鳥のＪクのネデカ詞

整が廟合に筒専心且り

独立的であゐと４ラ長

所があ乱ぶの債礼に

対すゐ.放射綜よりの偏
第t-2 Kl　ｊ.乏．ス昨吉上の．μツム．．えの軌路　’｀1 7 ”.･゛’｀’j¨゛1｀゛／　･^■>

'vn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れは誘電本Ｅが｀小さし

涯少いがﾚ，七のゑ犬嵯孔４ｘは彫変にして　ど゛ダでは/パ弱，ど＝夕ど

は/ぐ俑とがらﾔ（第レ２図参照）

ご）４.なぷCムツ）を用いるも・

率１・ヨ１ ぶ砲しな心九め一例

丿

　　これは整俗用ヵｊ虹哨を差,ニ用

　卜（無及射端を仕度ヽ。インヒ万一ダ

　ンスに変換するもの弓　をの友換

　可能のインピーダンスの痛風白

　し乙は一慮。図式説明がヽ出衆る|ﾅ

　れどもｸﾞ,一度整合の経験をもつﾀﾞﾆ

　人なら直ちにふる謀に２ク尺はヨ

　クめ五ツむ色調整する一般的μ基

　準がヽないから差卜りに外角のかかる

面倒なものである。

　レ２心　構止上最初ヵヽら二端子とみなせる梅合

　整水。場合と差1ニ傅差旅路ヵ波動インピ・－ダンＸに等レい鰹反射端を



　j －・－

そ旅子ぅ友成素,ニよク・乙バよ.よりｔ添剃。衣,仁cヽ所妾のづｙピーダンス

'こ汝換す'ゐ方法心,　七ジ)椋準点よリ見れ,ぽヽ二鵠チ。可良ィンピーダンベ

の囮路七なタ・こいゐ、，しかしこク)株な組亦吐回蔭でなくゑ初からこ為チ

匹可亥ィンピーダンス回路と非ろと,次の珠な柏査がヽ出ｔく心.,

　ハ　焦反計端色得ゐに|よ，七の札ｌ赦波長Åは，とれ以上が倅ろ程浚・

長ごｙ夕ｔｔあジ，叉許なされる足在放比（、5Tな,�吋尹絢4ｔ心必1･j

了肌Ｏ も用恋,ニよっ（旅是すん≠脊があゐ．吏に党原側,ｌつけゐ沈放簒

に一同見があゐ。之は瀧常然禎夫ご｀ある程よい力ぐ，七の件娃を理論的に正

砥に水めるニとが｀困穀な場氷力ぐ尨.め－ｃ多い,，七の回路心同波数特姓むま

た向賠ク)‾クIごあク（・要するこ茫在浪測厄呑汀ね゛�心孚心4ぞ冶瓦ゐり

Jレy£)）によタて走在波ど測応レ，之と血苔征ィｙ･ビーダンベｌｓ炭済する

こ‥ヒは謳節･こ悟とヵヽけれボー底万能（あるが筒単に，に力、も承抗釣jｌ正

通に攻ィｙヒ・－ダンベと実現さすことほ迎しい。

　/'/）片回丑ｇ力ヽらλ扉子ｘ)呼皮インビー,ダンベ回路･ｊその長さを上蛍

　　第２章　超高周波用可変インピーダンｘ

　　　　　回路素子の理論

２･1緒言

赳息のイン･ビーダンスと火現すらためには，少くとも夕つの独立量が



ｉ

が首べごあるから，実.眼う回路寿,チにも２ケぶ上の謳整箇所がリ1ければな

らない．インピーダンス平面を全都（この｀ｔﾉ乙宍るためには，直角座標ｉ=ヽは

七の実数分，虚数分をこ独瓦に変化する力ヽ或は極座標では七の振巾分，蔵

相分をﾆ夫々独立に炭化することがφｔｃヽある，このインピーダンス平面

の屈立ｔと，実際回路の網整箇所とが互1こ独土レzこ簡革な一及数のみ数

角衿亡結|がれる詩にはインピーダンスに対する見透レが｀よく，操非が哨

早・系統的,Ｊ

係敏５振巾分，位相亦と私立に友化させろと云ラ考えは我々が提家レフこ

可変イッヒズーダッス回路系子の根本妁な胤念,ｉ=｀あクｔyλ,こよクｔ組合

壮の回路ｔヽ生じ易い接合兵等の功低升品４叫,の㈹握力，ら免れるｓとがヽ出

牡るし，叉或インビーダンスと要求レｔいゐ回路の或点に，七ｚ）傅ｔ旅

路と同ビ回路榛遭ともツに’ぐ々インピーダンス回路素子を結合すること

が可能どな（

　越高周波・回路ｔヽは少レ・乱恂４ム，悩今．も向題lｓなるが
ﾌ仁

かヽ全然

入タ（いないことは回路を:Å外域性にするｃとび一亡ヽきると云ラ.合みを持

ク･（い石と考え仁差支えない．

２･２休息線上に於けるｊンピーダンス，肩十係数の変換

　ヂ行綜囮路，同軸回路ぱ勿諭分布定社回路でヽある叫　尊波管の如くー

ヽクの継がした奇林系ｔ於え仁特性イｙビーダンスが一義的に定よらな

いと云う串を除ﾚヽ（全く分布定数回路と同一の取扱をし尨よいことが･証

　　　　　刀/り//）明されていん，

　赳高町波用可庚インビーダンス回路町平行線，同軸管，年波管タ）傅

遮線路し庶徨いといるの（≒一割しｔ右布支数回路ヵ基礎方程乱ふリ出

発することにすぐ，正地的な波形をもっ電永及び｀電流９律送方程式は

x/を八仁7/にあ゛＋Ｒど八1 e-' ぐλリ･）



,ぷ

le j�＝づ;しIJ“一召ｅ灯刊ｅｊＪ

λｶﾞｰ乙

乙･ヽ

　　こ≒りーヤ“→･十

弗２･j図　電源，再送眼メ荷系

Ｃ与えられる．．但し

　ヱ：ぺ射方剣.ｊ）座味、ずニ（ｘ､4jβ、

　ｙ；循播定数、　・く：減衰定数、

　/3；位相定数、　Ｚ元波動心ヒ乙ダジろ

　廊β：定数．

（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/リ第２゛1図゜電源，心入り路，琉為系心，　　・

石荷インヒ・－ダンス　Z7，ノ，冷，をr
JC=- O I'取り，倚差線上６こ£真･ご於Iﾀｰる

ｔ圧，庖及び｀電流ｊχの比をご叉点;r於けるインピ・－ダｙスと定義寸心と

　　　　　　　旨　ッ　･je'゛十£?ど乱
　　　　　かて＝こう声二痩汗

となる.，ズ＝汐　とすれは゛

ぐ２･２）

r２･ｊ）

となリ　Ｚｒ一乙とｔれば召＝∂とな乙やが≒拓.ｙ　所が｀Ｓはｅ心ｚ,庶截ぐ

e:ｅ戸⊆ｅ゛２ｅ｀／佃Ｇ鳶・）の形よソ脊る様，ｎノン）費す向，ニ,泣相速度ヤズ

で進七反射波の振巾でも･ツズ1．/?はＣムノリ心なる因子ッバＦ故（ヽ.え:の正

方向に昶播すら入射波・振巾（ある力，ら（２・幻ぺむホされる舶はズベ）

に於ける左汗きの電圧ヽ波（振軋，植栢トこ対すぐ右向きり電圧,亥（振牝

位相タの比であっ八　電圧の頑希.反射係数（哨車の為単に,反射係数と云

帽　と呼ぼれ･ｔいる．

　（２’お式ぷソ嗣な様にZr^Zoならずぷこ,つであリ，ふ向きら

はなく，右向き匹ｔ圧波のみてし　こゐ秋態ヽと整合ヽされた瓶息と＆い，線

路ク）波動イｙピー.ダンスに芋レい終端Ｚｒと暦友れ端と呼,3≒

　C2,/）ゴよ.於ｔ　ズ＝－ム　と置けぼ＼

　　　　　　　　　　Xし£こﾉﾌど‰占ご几

ごな乱　入射波‾ジ二飛戸　･こ対レて=大射泄コよ貧尨

は芯を,反射係数.であっと．

j≒
'ニづ‾゜ぐど２″十八ど２゛どり斟

口･ダ）
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卜

ご亦,さバ．る.，（／幻式の図層,色（２･２ Ｊ式，

　　　　　　.-　　.一　八が．ぎ２ず,ズ
　　　　　　乙七上前茄

代ぺすれ心

－//･

１‘２･ｆ)

となり，一徐４４匿七もり砥流線の上ゐ一点り，インピーヽノンＸ Ｚｚを或

務定。j，ズこニ∂・沃.射疼数と，旅路の栽瀋定数と考,呪ず.．，ｌとごが出釆に．

　次に無２･２図，ユ可変.fンビにダ｀ンベ９応.り.d-/ee-なら７£.をニホすが｀，　七力

主希希反要系ﾉま七れよリ電源側に用い･ｃいる伝遠線と=全し同-ヽ．タバ４遠縁，

亀全短絡敏置む同区トｅ≒斜旅をぱとﾆこい二抵抗体ヵｊタ･ｔヽあり，ニカ抵抗

戸=ｺﾞ＆　打力　刄〇ぐけﾉβ・

　こ（＝･○

$2-2m

　卜-----一乙

K---f　　JC＝j;ｆら

λ＝ａ　　χ＝乙。

二

χ=,£，

全
短
絡

可変インヒ・－ダンベ回路介座標示

体は減衰。め心線路レする･二

めに特に線路に附加･tるも力

心ゐる。

　ｊ召向の線路は,吹禰矢と考

えｔ゛の碑播定数とｒ町･9・

とあ｀く，Ｓｃ区向は所謂ふｿωt

区雄i（゛あクｙ　この部今からは薦用の反射波は,全くないも・と考える．

（第j?， 3 節参照）

　ｃＤ・向［-.様む傅播炭数乞杵っり.卜ｃ主とレーｃ誠.哀色与える鴻の厘

向であろ．

　鷹播定数は入射波，反射波,s対レこも同じごあるヵヽら．筒車の扁に入

射波ｏみを考え列

　ぶ点とｘ庄標の原,う．ニ取る，之よ，7犀造振巾の定圧,波

　　　　　　　　-* jiat

がし右向きに達むものとする．（72･０式.より.敵少な長さｄχどけ誕んど鮒ヵ

右向きの電心は -・　　→　-Kd%
ＷＸ＝‰ｅ

となる力八　ｙ力Ｏぐ。函数であるから

　　　　　　　　菰＝ズｅ‾でな゛゛ (72･幻

となる、ズ＝乙　には完全及射波があるか‰　、・の牝に於ｃは左向きのｊ．



Ji-＼;/i'/.--'/oi^jやの。･ヽ射波と戸ドプ人いさど励振される。卯ら

　　　　　　　に匹か
　　　　　　　尻‾　‾１だ

このよ射波玩びと）よ行くと

量だ丿変フｔ

－４･

‰

ｒ２･７）

が叉.迄.i乙受･い二伝播定数心変化と同し

　　　　　　　　Ｒ＝疋ｅ膳り゛

となリ従って（２･6）,（２･クし），C2･釣より

　　　丸＝ごご２ぐｙｄｘ゛ご２ｽﾞＬ‰ｊｘｅづ２でβか

　　　　　　％

（２･ど）

(2-9:>

を得る．これを=（２･μ）式にべλｃ，ｃ２）函声ドぐ‾様μ伝番定舷べ゜叫り几

＆待ク,ｌとを考慮すろと

ぬうノリ兄=ｅｘリーベ町郡巾

　　べ゜ﾘｿﾌﾟ叙び)ｄｘ十りヽバこ一心)

　　戸七ごう岬衣十β。(トＬ。卜凡j

□･/○

となる，この一複卓.反釘峰ヽ数の抵巾丿二対巻するａ－゛と必測,ュ粕当すゐ戸゛

をぜ息ご独立に.女化さすふむが出米八礼誉求する水角ｔヽ反射倅執平面

上の加一何なる佐をも永リ・得心回詠素子の矣現お・可能となる。

提クこズ１ふく(ダ）ｊｘ，ｚ－・らＯくりが．侠用する泳孔休を決め礼ば｀一走・cヽあること



反べヽこ見全なえ糾汝び斥た．･ｒ　ｈ　％　／>＞　I=l相当卜６.こめｊヽ)取ろ.括が廠何

学的な抵抗膜ｏ長うA。ｓ対･してｊ線的，ニなφかφjよ急激な変祐々ｆ乙･ﾉヽ

畿かな動きを窄ゐか，ニよつ･(及射単数やifc <. c/>･tｚｆ九ｔる領風．.実際上の

制限が七いでくる事，ﾆ.なる，差，ｌ云．ぼ委求･jる友れ碑数平面カ頻.映に

よｸｰ(二社良膜夕)設計.び出釆石ことになる．

２･３　スミ ス図表による説明

　溥送踪路に活った電圧及び叱流支うｔイン･ピーダンベ及びアドミツタ

ッｘの渥化はスえぺＳ衣バフぶ腿ｃ七丿）と４ずれる円辞図によツ心柄

乖に計征卜凡べ.， μは恥ll周知.乙△．と･ごあ心から旅でぱ可'変インピー

ダンス’,司記実現グＪ

jｼ

ノ

片付

旦

Ｗ尺づ

多ｊ'Ｊｌ　ダミｇ図表，大球汁丿

　　　細扉にインピーダンス平面

　　　Å峰：反射係れ平面

所状反射荷扱；こと了算べ；丿には

るかでけど取扱ラことにする。

任島５イソピーダンスを泡・循

差線路ク）波動イｙﾋr－ダンスご

規格化臨八～ジケむ）レ･乙ベミｘ

図表・上ぐ戸力。丿ぷ｡つたとす乱

（第２･ヨ図参照) [(:z-/o)式は

反射係数平面で侍えられｔいる

が，これはスミス図表よ_に直ち

に画くことが出来る〕

　∂と中にヽとしｔ戸をゑり｡反射

係数。他対疆が一定ヒなる円色

ゐき，之がぶ藻と支わろ点はベ

ミベ図表のよでに吟/尺を与える。

('２･//)
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づ礼魯があるからＪⅣ尺を･-一定値高にすることは，帯ｊ･２図ご乙ヅに艮ｊﾀr

一一定ふすることになる。この調整はムが長くなれば｀尹は小さくな乙のぐ

あるから極めて角栗･でめる。次にぶﾚyベエ児　となれば同図で名仁衰え４為

に｡短絡板のＤ七動かせば｀漂準とレtrい心楳路上の点月に対しこ＜　｡(延寿甕

させたことになふ。疸･しムの謳整した値が丿の選宅，ニ対レて彩管少必･け

ない楳な講堂，ｌとなけれぼ'ならないこ。とぱは恚合要卜こ･

　　　第３章　導波管形可変インピーダン･ス

　　　　　　　　　回路素子゛）

3ヽ1首波管お可変インピーダンス回路孝子ｏ構士ヒャ）真影

　察２章に於･て詳盛.レｔ一般的な可.旋インツーダンｘ９診をぬ.形苛波管

に善用レ七試作いこ･七ヵ檎査略図包率ヨ･１図佃）に，ご･ツ実体図を同図

心に示九（J卒Ｊ,ヰか参照）　辱まぐｙ決っこレまうとぞう潭波管七直石

電波は長波長以７,ニ限られ，井に．出，娑態だけ包通.過威とすゐのが普蓋

であるから族長・上下限が沢定される．可.変.ダンビーダｙぺ回路永子は

これを取一行･ナよラとする前段ｏ導波.管と不急統粛，.の生ｃリfい様に尋波管

内面や十法，お状を必く同じもヵと宍･る．

　短絡ﾋ・ストンにはこの択用中心周波数ll対しイ回路eH7 !i tS.絡す心よラ

に弘波長の折返しヅ・ツク七用へ　このブつツクを中央でヽカットして浪

い勝色設けろ.，（峯,ﾖ･ヨ外参照）

　ブロヽｙ夕の尊波管古向ソ）長ごよ溝の巾と年波影ク）あさ亡ヽ形成され心年

波管仝漱哀永ｎユｏ電波沁彿諭し£，抱端には殆わど塗レない込め長さ

にする.，このな絡じ.ベトンダ）首浪言内でヽヵ可動範遡に有波管力最.大,営内

友艮斗　乙半丿）,上に取心,．卒２,２のにヽ糾緑七とし七氷友･湊と　して　二二



ズ=こ）jと々　ズ４紀。χり十乙

　　　Ｘ=∂　x=/。　χご乙 短絡ビートン

陥）

単3･1図　　導波管形可変インヒ・－ダンベ。路。構豊

－/ぶこｰ-

では孝波豪の≠夫にベークライトを基板とレ,との.表面にグラフアイト亭
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３・牟可変インビーダソス回路設計の指針

　光ブ便用ずる導波音よ寸法がヽ決タ七いる≒　そグ〉内面矩形す･法と同じ･

菓波瞥色約ダ～ご管内波長gl相§する長さだけ必要となる。七め内訣は

抵抗膜テーベ一部分ｔ約一波長ノ

する。この抵拓膜を全部短絡ピストンの後部に一収納ぢ能とする為に約λ

波長（短絡ヒタストッを尊波管内で往復させゐ距敞が半波長分･（ヽある。

　この長,りま,夜用すろ最大波長,こ対する導｡波管内の営内波長を車,位むし･

ｔ計算す軋

　抵抗膜を合ふだ部妬心管内波長は基板とする許変体ｏＥｙヽ犬ｙい衿≒

叉厚さが｀厚い程空｡ｊヵ管内波長より短くなる力絹こび)基板に塗ゐ碁仇膜

・嘩電率があい程管内波長力いびヽる傾向，ｌあリ。Ｌれを紬合レｔ厩レｔ

空心導波管。管内波長ヵヽ或ぽそれよリ短い管内波長となゐ。

　尊波管底面の衆内清はズず足も必要ゼなく厚い尊体杉Λ用いln七万内

面と凹ま也レールヒレで心よいド，この場合は忍外面よトヘクｆい右気

抗膜の早さの指示装置が面倒ヒなる。

　次,ｎ短絡ピストンであゐ力剔　この回路約短絡,ヵ為う折返レ部分,は侠用

する中心周波数。自由室間波長う悩よソやぺ

面とのさ隙は狭い程よいがエ作片｡度し考えｔ決定すゐ。短絡ピ≒ベトンの

中叉で，これを功半すろぶ

さに失ずることのなト様,こ竿ｊ･ゴ･ｊ　ぶ)包参考,ヒレこ決定かｙ，　こ力

づλ討　でヽ切半されて短絡ヒヽストンは完全犬λつに脊れん/ﾉヽら組合吐yこ許

短絡岫八ぐ揃つだ位置しな｡乙様にエ咋に生息を棒わなければぐら八い，

　短絡ピストンの側面を回路的短肺部し相当する所だけ第ぷ･７図,心様に

少レ削り取･９た方が｀短貼に六大ンう福失｡がづべ右左姓匹噌紅

　ネジュ'は尊波管ｏツランヂヽ七ガタがなく回転だ丿を許され･乙固定され

ネジＪは肉厚の太いネジエヒカヽ水ふっｔいるネジ捧ｙ'♪端に同じ｀く回転だ'

けを許されて固定される。ネジのピッチは共,ｓ y ■nm.に｡レzｌ方がヽ夜剌で



あ･し･。。不ジカ
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刀白卜匹抗膜どび差しすろ棒’ニは‾ん浙とＡれ（回転を

防いぐ前殺！四ごけ勤く、様にレた方がj＝い。指示敷置は尊波皆胤面，ニ４＆そ

色わ|リニ跨はネジ１，ネジ＼汀,ヒカヽ４合っｔいふネジ乖の阜波菅内ｏ光嫡

4リ犬々指ホ用ソ)降を立乙（尊波舎ら晨面の外・側巾承竹けｔ物指の上と

　　第４章　同軸管形並ｙヽに平行線形可変

　　　　　　インピーダンス回路素子

４，１友要

　第２章に俎ベヱ様にて変インピーダンス回路フ)具礁すべき一縦釣なフ院

管と卒コ章に述べ犬導波音形ｓものをﾆ参照にすれば｀，痕似の講坐.をもつ

平行線同軸皆，爺哀音・ものが色々ヒ考えられ乱

　可炭イッヒ?一夕｀ンｊ(回路の分類城とレ剔減装１与える体抗体ヵ形式，



.力

乙

.S

, ｊ ）で．分けん方法と，碕首謀路よタで分願りろ方法とタ，＿フがヽ.七，

　の　毒送夕路I' .よ心外類

　　巾　平打線形可変／fンピー.ダンス回路系子

　　tの　同軸管形　　　　　どﾉ　　　　　　　　　　　々

　　川）導波音形　　　　　ク　　　　　　　　　　　々

　ム）休洸体う形Åにいン分丿

　　出　系統痛丸形可皮.インビーダン,べ回路素子

　　仙　籐電藤議失形　　　々　　　　　　　　　ク

　リ　エネルギー損矢部の押入箇所によ,ゐ分類

　　山　直列そ可立インピー,ダン回路束子･

　　侑）並列形可決インと・一声ｙｏ路京子

　,ﾕ.ルらの･分鋲で云へはご硲と;乍.バレベ犬咎放すが可心づンビー士ダンス回

路素子は４）（･励レ岑浪管丿帽　もバり：休乱禎火わ；　Ｃバ仰；並列形，丿

ので｀ある.

４･２　同軸古形可変インピーダンス回路素子

　第ヨ本に岨ぺヽだｏと同様コこ抵抗膜を線路に並列に入超ゐ形のものが｀考

えられゐ．これは年波管の湯合.とまクーｃ短絡ピストンから・エネルギー

の漏洩が瀋ぺ　波長が.粉波になるので寸法が大,きく与り

する．

　卒4.’圭回は．６巾り臥抗膜形c)(;);並列おう七．うごあ聚，　こｙ）場合波

長が長ト皆にば勿論同軸線路七しｔ取裁タでλいび，波長がI同如管め円

團程度になゐと立体回路的μ取扱1ヽ力ぐ,戸奈になゐ．これは円周方向，ニ於

けゐ界の一様.性が｀夫われゐ尋である．こめ場かタ）所析を昶タノこのでその

要点のみをたすことにするﾌﾞ）
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の連結に問題が生がる。この回路は初

期うものぐあヶダ　次節ｃヽその概要を

述べる。　　　　　　　　　　犬

ゝ Ｊ ’ 平行線形可走インビニダンｘ

ご路素子

同如管の場合と同様に抵抗膜を用い

もノ)ダ　祗抗性の中心尊林仁用い几



ｊ２

ヘバゾ乙ク爽（　これらご丸々#4-4 Sレ　第かＢ図心レ仁

　弟４．４図では中座ヵ単体バソプを用い七り一蔀合心仏ｚｃ心軸方向グJ

躊と切ソ抵耽膜一

の希内灘とする。

ネ４で図ごけ第

み２１ヒ同様抵

抗性力集いｙぐイ

丿包被せている

　次,1謬電極摸

形の場合・例包

j･;　　　（?　　　　　　し，

卜一一-一一≒一乙,-一一-一一一一４

゛←一乙犬　　　　　　ｇ

④

①

⑩

⑩

短絡枝

匈く叶べ5転
　　　原動

旱j･ら固

⑩、ダ⑩ｊ ＠
　｀″’･賦　｀“″J;｡プ｀゛

　白濁吻ま⑩

訪″りＸ　　　　　　-ぺ｡･,;尼

dい 心） ぐｄ）

ぞ咋線う場合湖ｔ休損ｊ

亭から図に示す．こ-0 fj.C･も勿論一般的な.今迄．烏合ヒ同じ･椅豊,:ﾆいこ

決えるがニつの平行線『．包気力緑ｏみ布七考えｔ見ヽこ，七り電力線の

包度の尺きい所匹跨芒休びあれ，よ憚淳.宅数が｀大,さく．を力蝶.苦度の峰め

八少い所では岩とヽヽ減哀を与えないことになゐ.ヵをニ利用すると，卑体面の

回転によつ（そのインピーダンスを炭化させゐ，ｌとが禰来石の･ｃヽある．

この場合には例えば七転或は短絡板の移動によりく棹播定数,クパｘも/3も

共'ｌ炭化すゐク)（バインピーダｙス見査レは極め'(l縦しい．

　これを実験レｔ見ると，亭２章，第３章で述べ旨こ可変イｙリーグｙス

回路の價利さかごよく泰ゐのであゐ．

　しヵヽレ第７章第７･3玲･ｃヽ粉波マグネトロンの電子アドミツタンスと測

定する片に用いy二ので筒軍に.説明尹ゐ.これはマグネトロンご.ヽ，杓

の大きい場ふc丿呉荷とレて盛当で易（　ズ吸岐ｔカカ七ケロリ

法によクて測定出来乙と云う利点が｀あゐ｡，

　茅斗，７図の座標と用い，抵抗辱。入うz･ｓ

部今ご譚播定牧Sﾆ

y（∂,ｘリ＝胴汚,Ｘ卜j/3佃,Ｘ） (瞑･/○

とするっ　茲ごろりj.エ･うの導体ｏ中，じ線と年

一
　
　
小
水

第かワｍ　角座標釦以定



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一､9j一

林ヵ宇心力ヽら弦へ引いた垂采とのなす角で、垂線心向きは尊林､より抵屁

林に向う。を正と６ｅﾆﾆりば抵屍体がヽ最大跨ｔ体頑失を与える駅態､・蒔

に取る。（第４･３図、半４･６ｇ いｏめ参照）　第２･２図と同L7くＣＤ聞で

は×の如測｀､s拘らず同じ｀構造ｔヽあゐから

　　　　　　　　　衣∂，ム）こ・く。( ｃ.　Ｌ。卜卵。騰ら），　χ≧ム。

汐･ﾉの，（ダ｡/∂り両式より

♂侑し)=ｲo((e,:::,)dxづこ固刈衣十(ﾑｰz。)鴎騰こ)

ダ(∂ふ)＝ｽﾞ娠ﾀ｡ｘリｘづづ隋肩み＋Cﾑｰﾑ)/ちＤユ。)

汐･/的

汐,//）

乙なる。ｊ包一定とレた場合四辻２つの動非即ち廻転lｓよク乙∂£短絡

板の一移動,ｓよっｔムを変えるやによタて以1 /3゛ を=独立，二狂恋の植を取

らせる挙かい要である。

　反射補数平面の振拓植湘£表わす（・白３勺乎面ヒ（∂，乙）平面２の向

’こはｙ対ｙの対応が｀成立すれ貼∂，ムク）良化によりｔ･インピーダンベ平

面と全部ｃ匹七する孝工なろ。

　似1ダ）平面ヒぐ∂，ム）平面との対応を調べる。はぷむ.Ｊ沁おｚ．ａ符号の判

定てで）芦安「であっｔ，　まちな飛定の７に五ズ:μふ/タz.･ヵぐ’ぎに∂の如肩に拘ら

ず一定の巽ｏ符号ｔもり苧力ぐ証明出来SJ-)〕よ省略する。

第ぢ章　痔　言

　可≒支インビーダンχ回路,素子は最初袷浪フグネトロン・リーヶ牒図を

取る為に考察しﾀﾞﾆ第４阜ネ今ヨ節の蒔ｔ冰形・もの，Ｊつい亡実験しｔい

たが，そのづンビーダンスJ二対する見透レら喪,さと，取り.得る.インピー

ダンスの領域の狭いこと，及び放屁的工作．難レさ，６なむな所･ｃヽ実験

するので強力な擾乱波６局,１甚だしく妨害され亡テヽ二夕が得奉ヵ，つだ馮



　-,:μ･一

　･こ寸匯呼ご実験する，ｉとをﾆ決意レ，そこご第２章，第３章に述べた導波

　営形。可変｡インヒ・－ダンス回耐をﾆ試作し（略々理想的と恩われろ迄，ｎ－

　昼尭蔵する二。とが出来ｔ。め二の回路ｔヽ内題乞少レ疾レ･ｔいるヵは抵枕

　膜。抵抗・最産道，均一性，誤度祚畦・改良及がｔ力泉ｔク）点である。

　尚在意インビーダｙタの形成回路と云ラ一般的四生曾ヵヽら虜々の癒用

があゐわけで，これは茅正部に於て詳述すゐａと，ニする。参ろ・為,ｓｓ

の可変インヒ・－ダｙス回路・出現・心り意味|ごっいて述-ぐる。″跳岑立

体回路,ｓ於ｔ可変標準反れ係枇拓友可変・f V t"-ダンｘをﾆ拝ゐことは至

親とさえｔtバニクC支献,汐j）　従っ，!み迄発長されてぃゐもめはバンヒ?

－ダｙス平面ぐゴケ所の綱整に対ずる七の軌疼が｀複雑であタたから，廿

息インピーダンス，ｓ対する見・レか壇,く調整箇所とインピーダンス平面

とグ）対鷹,が凛他でヽなかタだ皺･ごあゐ。･この可″炭インビーダンχ回路はえ

辛。要求と賂々満足な程度に迄実現レ疹ることを示したものでヽあゐ。



　　　　第工部

超高周波可変インピーダンス回路の息用

　　　　　　　　　　第６章　総論

６．１　完価短絡蓑置無反射終端とレこの底用

　可変インピーダンス回路素子は完全短絡灰置と抵抗体より成立つこい

るかコら抵抗体を完俗短絡板より唸原側に全べ押入Ｌない極瑞な場合は兜

全な定在波jぐ型っことになる、次に抵抗体を充分ヽ押Ｘ.し片場俗にぱ無反

射嶋となり芝を浪ヵくなく追行波のみになることは直ちに蛎る、こ八らの

満作は勿背インピー分ン人平面上二に一表ｊれ限両極端の最外周円次ぴ中･心

に吋応すろ。

　しかヽし同一の装置こ取替元ることなくえ全短絡来置、無反射璃にする

こと衣が藪ることは次の様な利具八ある。

　和右使用する完を波測定器、辻の･検波回疹の特性、可変インピー･ダう

へ回路とＳＷＤとの継｀目の哀否を陶べること加出未､る、

　ＳＷＤに悦司する甑�の特性がJ自散検波卜否か､を調べるのにぱ。萱源

剃ぱ整合し、可変インピーダンス､回路を完を瓦射にすると第も、レ図に示

す様な包犯波び､得られる。所べ完をな唸圧史荒波μ､ふ辿£バ皮ぐあるかヽら

七の二秉検波の気力は（.ａふヱ）≒比例する。

　この往にして鉱石の検波倚性べ２散か否か､を調べるの（ある。これか

らニ乗検浪の領域の決史し　こ柔検波Jﾒ､外の飽和領域の後肢侍性の較正

か忠表る。

　又、ＳｗＤび芒の移動距離に亘っこｒ､根八良好に出末（いるか否かは

定札濃の最大値、最小値向の距報の一往性、定柾波の対拵､性等より介う

辻のＳＷＤのく也駅判ると以後の使用に昼めこ便利となる。

　次に席｡屎射終端とすると　同根にＳＷＤの検波出刀辰一定となるベタ･
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第６､1図　虻拓波測定尽の柵流出

筈こ･あるかヽら完全反射の場合ヽの火験と併世てＳＷＤの検査が眠来る。

　又ＳＷＤと可胞インピーダンス回路との後統戦が不意続矣もなく奔流

されている加否かは整分さずtだ匙源に対し乙短絡ピストンの移動距魅と

ＳＷＤのＶ回ぺの柾置私直線約に対応しこいる馳否かヽによ･つこ　即ち

Ｓ一曲線3≒こよって調べるこｙ.私趾求る、この場合の応焉は別に記述す

る程の内敦を含まないのこ、族ご概略を査こ使乙愚ヽlヽれないことにする。

２∂∂
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6｡2在意インピーダン

　　スを形成する回路

　　素子としこの応用

　汪意のインピータヽ｀ンベを

箇単に形成し得る回路の暦

檄を利胴しこ:超高周誠真空

管のりーヶ鮭図を｡相当特徴

7)ある方まご刄ること８趾

永ろ。これは篤ワ章、第７

２蔀に於乙詳退することに

する。

　だの他未知のインビータヽ･

ンス､の心のに対しマジヴク

Ｔの｜つの檄準アームとし

こふ冠うｚをＪａ｡ムズニｔ

きたること氏裁永る、

　更にμい応用範囲を必っ

心のとして名､種の整合回路

の整合可能領域の大気、だ

の調整方波の研免等を筝けヽ

‾ｒ″’‾‾‥ｒ’″’‾‘‾‾「T-
― 7

/９∂　/＆ｸ　　/７どﾌ　　/6∂　　/タ∂ /44ｸ　/∃∂　　/２∂

ること私出藪る、このll理想としこは前肢1こＳＷｐを用いず･に２つの木

ジの目彊とその発振浪長とｶ、ら可変インピーデン入回路の掩統面を標率

芙ヒしてインロータヽ八尺を表しこおけぱ｀よいのこヽある。この刄､こインピ

ータつ･又を表示し乙置IDよ二後はス、ミス､図表の利用によつこ直ちに変猟

して読取ること私出未る。

　し卜しえ等の応用は極め乙重要てはあるが。特に記述する程の新しい



内容ををんこいないのて省略する

6.３面路の構成扱構.の応雨（誘飽虻敬の頂1沈写J)

　この回路は汪巻のインピーダヽンス、を取う得る様な構迄になりこいるかぐ

との祗抗体（主.どし乙低証限）の形氷無反射瑞に使う様にテーペー一赳っ

た心のこあること払必饗なわけこはなく　摩ｊのみ取毀絡ビÅトンの

　　　　　　第７章

任意インピータツスをぢ成する回路素子ヒしての応用

7｡1標章インピータつスとしこの利用

　マイクロ亥領域に於ける律準インビーダヽンスの作成をマジックＴを用

　　　　　　　　　　　37）
いこ休る試みがあったが、鉦しい所おある様である。この場･参こも鳳反

射瑞に梗用する減泉有料の屋良瓦び湿皮杵性吠きいこくる筈てあ衣8）

　上達の可変インヒf－ダヽンス､回路もｔの抵抗廣を、温良、湿変に対する

肇気性を込だ也、短絡ヒ?ス、トン及び七の移動用の２つのネジを五確にま

れば少くともこ次標準のインピーダヽン尺回路泰子として利旧し得るもの

と思はれる、これには実用化、製品化の道程を通る必要がある。

●

ず



（第３､斗霞参照）

Ｊタ●一一

7.2導亥幄をが力回路ヽとする糎波真空管（クライストロン等）の

　　りーケ線図作成への応用３９）

呉２心　リーヶ線１ととの疾既成

　超芯司波真包管はその動核電反、愛えのみならす頂薦のインピーダッ

スによって辻の発振ガダ　而波数が変化するのこレ　真を管の頁荷特性を

　　　　　　　　　　　　　　　　　40)
41)

表すためにりーケ譲図水利用ｊれてぃる．　リーヶ線図は真空管の働休

変圧、壹充寧を一定とし具荷インビーダンスを把意に吏えて．ペミペ図

乱エ.にその発振電力、発振濁波牧を教示した心のこある。

　Jﾆの俵に爽を雁の頁荷特性を取る為の回路としては反射係数の廠対値

ご.痙相とお別々に変るもの私理､想的とｊれてぃるj2）　’

　やバ匿1.1 -6 <D i:じは第リEI
’第にり節♭　）に置｀だＪ≒ﾀｰﾑ゛-゜し

かあるが　こ敗は取う得るインビータヽンベの範回収使用柿料及ひご構笠に

よって浹るあゐＳＷ尺が､下に馴眼されてぃこ面白くない．

　又第1.2､1節久）に述べ忙い収のふｃ々ふＪ　を導亥管に巡６て.勧か、す方汰

八よく用いられるが、これは一つの可動都分の調整匹対するメシピータヽヽ

ン又平面上の軌跡が余ノ）単純こなくかなりの熟練を蓼し絶えずインピー

ダンス冪面のぴの領域を取っている力ヽを頭の中に画いこいる必嬰がある

と云はれる．　　　　　　　　　　　　　　　　●．

　よ述表の可吏インビータヽヽンス凪路はりーケ敲・を凩る目的てE･考案した

七のこあって、七の際の実験詐果（第３章、第３２節参照）よう･も.則な

様に反射握数の新付値　榎相の調整に対すると記の理想荼件によく昏致

してぃる．

　ユドーによ導波管内の痙置を固定レ　２孜のＪツ向゜距魅濠

亮え化時の反射尿数平面こごの軟球柘、放射政に並いのに対し、可変イン

ピーダンス回路は抵抗膜の揮入澱さを一定にレ、短絡ピス､ﾄヽンを動ｶヽし



た.時の同様の軌豚杖同･ヒ円こ･あることは面白い対嵐こある力、前看は．５

ｗＲ．柾相の何れを牝に;丸めこもよい力ぐ　構造上帯域巾力く扱い、伐..心延

ｓｗＲ力、応尤に決める必要･､うヽjある旅．帯域巾を七まくすれは'乾跡､か､収射

雌になる様にす､ることは出釆る、ぞ.のとネジ2Lの調整は同む円の柾跡､を

もっ力ヽらりーヶ線図この等ｔ力線を出す場をには極めて好邨をとなる．

７で･之　変験に使用した回路ｔ乏の概要

　使用した回路の構成を第ﾜ．ＩＳ、第ﾜに図に尽すっ

ぺ

尚λ

司jしンビ,-

ご漆卜_＿｡_＿ユ｡＿＿＿フ筋諭拶

七２９４→１
２､ﾜ →６

；　　　　　　　１

Ｉ
Ｉ
Φ
Ｉ

∠皿
~4燧

S｡

聚フバ図　‰波長支持の同軸尊浪管変換回路（ｃｔ:）

゛゛ｒ ;次長奮

II が■ｍｒｒ.

乱‾

:］と万万|卜

⇒

　　　　　　←－/７.?;→

　　　　第ﾜ､２ｍ　リッジ導浪管による炎換回路C cm.単抱）

　　　　　　　　　　　　　　畔３）　圈題となる所は長線路効界､を除けはソライス、トロン包洞加ら専攻管へ

導く吏機回路のみとなる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）　第７１図、%7. 2 mの変換回路は既知の如く広帯域の糖性をもつ力の

ごある。

　第7、｜図の構成こは導浪腎を無反射にしこクライハトロンの宅凍状監

を一定にし変機回路の所の矢印のある３ヶ所を調整して最大出力がﾐ包

る鉄にし狐。調整は余ぺ）鋭敏こヽない力、ら最後にえ等に｡はをく子か乃けす‥



￥

嫁

気暑.ｔ圧を徴細に詞粍しこ最大眼力を碍る様にしこ固定し杷。ＳＷＤの

ﾌ・ロ一戸には一応向題がないむしとも（鉉石検波回路は同軸誉廼･フ･ロー

フ･の尿さによるアドミフタン｡ス､を打消しこ同調を取っｚ:しjるからりーケ

線図を取る際の周浹数変化には感じない）皇洞波長計の励孤ﾌ・ローフ･の

Ｘれ方には困ｏだ。

　仝洞波長計のａ私あまり高くないし（ｊ∂∂∂程度）又相当疎結含にし

ないと測定眠不正迎になる私らとある。即ち頁荷としては総このイシヒ2

-ﾀヽうスを取勺得る様に可変イシビーダヽンÅ回路を調聾するから、或範

池こ･は参波管内には相当大きい定在波択とも。この波に対する励振フ･ロ

ーフヽの占める祉置によう胞洞波長計の鉱石出力が大いに爽肥してデータ

を取るのに手肉どる、

　最初には可変インビーダヽンス､回路のピストンか､ら導波管ちにｋつｔい

る抵抗膜の深ｊを一吏にしこぱÅトンを動かしこ位柏を変え、その時の

発振波長を測る方法を採用し化叙、この場合ヽには波長計の傀械釣精度私

大ｊい高題となり、又同一咳長に会包る為に瞳可変イシビーダ　ッス､回路、

のヒコス､ドンの調整を再三行わなけれはごな応ない。この波長計の句題を除

くために波長計の失振波長を一更に固免レ乙あいこ可変インヒr一夕　ッ入

回路のｙＳＷＲ調曼用のネジ亙、位相調歴用のネジ工を失に変化して等

周波数線を:恥って行り化。

　発振周被数のｔ下限は可変インピーダンス､回路素子のＳﾚｿR = 150の状

態、即ち抵抗膜をを然入､能ない状態ご祉相のみを変えこ行くと出力、周

　　　　　　　　　　　　　　　　　　45）波数八蔵に歪､変して､直ちに介る４ふÅ状ある力、らその両瑞の周波数を調

ぺれぽよいことになる。

　リーケ鉄図の等周波軟鉄球余ｙ複祉てなく局所的には往拍も余う変ら

なしり、ら予めＳＷＤの唸歴最小値莫を予想すること水出表る場合が多く

辻の位置にＳＷＤを置いこ可変インビ一ダうべ回路素子のヒ3･スパ　ッを動

卜すと茂長計の振れれ最大の所収｀出表る。



七二こ･S w D C 'A長訓の励振７・ローヌ･も同じ台の貝荷側に・定）左動かヽ

しこ．し/･ｎあの所を正.確に取るの己あるぶ．最初に置いたｙｔλの所と大

しこすれない時八多く、この爵はＳＷＤの移動台に固勉ｊ札化波長計の

勧振酒にﾚｰｿヽ⊃占め乙いる位置べ殆んど導波管内に生じヽこ口る定を波の

帛レ址伺の所にあって、と盛の波長決定の困旨の向題は簡単に解消だ･き･

7匹従って大験は極やて.迅避に然山正確に出永､る根になった、

　し卜し等周亥放浪を追りこ行くだけどは不参定領域の近傍は分う趾い

　　　　　　　　　　　　　　φ　　:　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　４６）

のこ別に周減数を向題にﾘﾆす丿こ出力の線を行っご行くとよい．即ち今度

は可変インビータヽヽンス回路泰子の釈験し同様に頁荷のＳＷＲ､かレー定にな

る様なぺ態でネレ皿配固起にして．ネジエのみ£廻して抗相を順次変え
　　　　　　　　Ｉ　Ｉ　　●

て宛覆滅判定器のV--i;,i r> i-i,|Lとい4/夕か捷皿臨加〇所う詫も出力ど芝んで

相対出力か出す（第りすÅ）ニ・操旅を周波数線の形かヽら考えこ、必要乙

　　　　･’ ．　り Il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　χ

しかも見卜な数だけ順次おこなっこ可変インピーダンス､回路乙全インじ

ｰﾀﾞ｀ンス気面を乙匹Ｑﾉとする．

　等出力線はえ等の矢験無の相対出なすら簡単に画くこヒび出来る．

　能力を絶対値に直す為には濠盾に可変ｲﾝﾋﾀｰﾀﾌ､ンス､回路を除しlこ

゛‥‥‥‥‥゛Ｔ　　４ワ）

s-s ９ヵ-・べし　したサーミス、タに整合を取>) C Y S W R 1, 1以下）、だの

能力を直洗己較２して鉱石の相対出力を絶対能力に.悦算する．

　しかヽしりーゲ熊図では衆力を最大眼力に対する比率ご出しこぬよいの

に｀あるからヽクライ久卜０ンの動作電圧とー池に最大出力何、y1､Ｗ七記入

　　　　　　●　亀手　　　　　　　　　　Γゝ

し乙おけば｀よいことになる、

　７２、３嘆社結果　　　＼

＝　･･　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　’I　　　　　　　　　　　　　　　氷
　曳験にはフライストロン、SP503B.外部'kM. 4ベド２ｦ及ぴ才同軸空

洞波長計；市販のＳＷＤ、リッジ導波管を使用したれ胞換回路、可変イ

ンピーダヽンス回路、力し之こい亙と' >-n.^e-u.・以ﾝは発､侃試作し批ぐのこ･ある。

　ＳＷＤの検波出力ばマイクロ、アンメーターこ･直ちに続み空洞波長計

｀初めの数学はKMC,申の勃ま仝洞の形礼　最援の教拿はな潟の直蚤を表す
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には喰滑丿|＆使坏にバ二　声レ雲

ﾊﾞ:

　ソ

゛ｲ

球

ﾌﾟｼｹ欧札則

　　　　　　　　　　２ｏ?　　　兄

　　第ワに図　代表妁なりーヶ線ｍ

ソリI= 220し　Ib= 24-nA .　Vr = /64 '/,

中心周浪数≒422 5 Me,　最大出力= 3.5>nlA/,

XＯ卜ｃ

ヽ一
斜

-I^J ―

　第ワ･３図．第ワ･４図のりーケ線図防相違はｔ源状態を同じ･にしてあい

こ　第７･ ｜ 図の回路構成てＲクライス、トＥ］ン空洞に入､る･ﾚｰﾌ・の深ざを

吏之たｙけて･ある．

　寥ワづ図は周波数支化量れ適当ごヽず周波数の曲線の形もあまり集中し

た所こもなく、又急に折れ曲つた．りし乙いないレ　出力の最尺矣久慨反射

の附近にあっこ良碍こあるっ囮て以印は等周減数の軌駄を追ってｙlnλ

の所を読んだ位置、ＳＷＲ力ヽら求めた尖験具、・印は能力の相対値を取

った矣ｃ･あ・乙、等温力線1戻之旱の呉の数値を考慮、して補閲浅こ引いに



7丿こ矛舌する様な実験値を示した気は不會定領域に２．３あっ↑-- K rt <^･

あべ‥

　申心局波歓の管内浪長∠柚ﾆ゛90ヽ0 ynr･t　て換筧すると毒液管への励娠フ･

ローヌヽの祉置は図に示した矣１より６波長隔っ仁所どない　ごヽに又ミ

ス､ｎ.表の無限大蔵Ｑを重ね合辻ると、この笑より見忙員荷のアドミヽソタ

ンスが出る、

　第ﾜ･３図に於こ。クライÅトロンを洞にλつている･ﾚ一7、の家方２、い､t

を４、４に変更して取っ仁りーケ線図辰男7･斗図て･ありて、申む部附近

こは霊吸荷とμつ乙発振しない。又当然こばあるが7刮波数気化１七多く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48）
なる。４訟Åの附並てぺ　わずかながらヒス､テレンベの領域訊･出に。

Ｅ
斟

皿邸し∠ご

２四

低ﾜ陽図 祭結合にし置了たりーヶ線図

ｖ參

り
？

声
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　51乙

寥ワ･５図　　ヒステレシペのある場昏のりーケ線図

夕ｙ-

　不安定領域の線は慎重に火験を繰返し乙毎走な%C SVJ R-hび ｗl､●ｔの

位置心失に側矩出刄る冥こ･発振はしこい乙七ＳＷＤを動力ヽしこ正確に、

ソ心太の祉置、ＳＷＲを沢めよ５として、どちらかに動かヽすと奈振を停

止ずるようなめのを除いた）の極限を鹿ってえ等の美をやい外側にする

ように引いたものこある。

　最大が力は狐ワ･Ｂ区X、派ﾜ･４図失に殆んど同じであうた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　４り）
　次に第ワ､２図のように卜ｙヂ導洙管の上に均一な固定同軸管を継いこ

りーケ線図を取るうとするとクライヌ、トロンの笑ヨのヒ尺テレシ人の領

域払全面的に出乙辰だ。このヒ刄テレシベは長線路効果、同軸管の内､監



の不達紘等、Ｆ奪取.山回路の周流数特性.の為にリ一々'線図の卒笥汲放映

が交叉する領域沢出了為に起るこの領域外の通偕の所では可変インピー

ダンス回路束子を動かしこ欠課周被数か固史レた波長計の検波出力の最

秀で値を見るのに、ピストン左唸源側に押しこめ引い乙も往復の距奴的な

人レなく直.ちに検澱ｔｽJを最寂にこＡる．

粧しヒ又テレンス、の時は例Ｕま丿－ケ線図上で痢澱数り高い方からビÅ

トンを能漂､側に押して行く場拓だけ目的の周波数の発振を持経レ　波長

計７･出力は増加し乙行く辰、亥長計出力び最大値を越｀えビス、ｋン立押し

温ぎ｀友と思つて引いこ七、ぞの時には波長計の出力ば著しくｰﾄﾞつこいこ

発振問波紋は支りており、す･・とピストンを引いこも凍長計の出力ば仲

々回復とすぺ　箆に引遣ｙてゐ、ら押した時のみ后]じ‘状態に出未るといっ阻

ようなものである．しかも少しの回路擾乱．例えばＳＷＤを動かヽして測

　悪友射端　　　　
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第ワ･６図　毫振胞洞内の･ﾚｰﾌ･面と導波管出､力と（7）嘆丿琢、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一μｙ-一

えしょうとする様な僅卜の員荷インビー分ヽン尺の変侯て･七兇俵周浪歌派

跳心時肌ある私。発振周波数の高低何れの刻でも流しこ出力ｙ敵弱とは

云い得ない跨か多い。これは今ヽ迄のりーヶ煌司の場合ヽには凛然と不を覧

領域になってぃたかも知れな、い。この様に救弟にりーヶ線昌べ鋭しい必

ごあるヵ、ら相当努力しこ取り仁ものこ･心第７､ら図の程度のものし私得ら

れa･い。そしここの簒３のヒ尺テレシス、の現象い

試みたか､周波数隻調と振巾変調八共に深くj、、つていて、しろヽも急変す

るのこ阪功しなかヽりた。因みにこの狐Ｂのヒス、テレシス、はクライ人トロ

レの反射板起悉　加亙匙恥等の夏化とまど）て貝荷インピータ･ンヌ、の変化

　　　　　　　　　　49）に高係するものをある。

　次に第ﾜ･３図。第ﾜ･吽図より明な様にクライス、トロンを洞に入っ乙い

る･い･ｿﾞ･の濠六にようて変成器としての変戌比が攻介隻るのご、リッヂ

導波管の第ワ口図の構成こルーフ･の面左廻転じて行4、と明に無反射塙に

最大出力を送る萌隻収見出了れる。発振空洞の中の磁束が必然･レ一フ・と

鎖発しない所べあレ　この時は魯浹管に出力ね･出こ禾なしり、らこの央を

唸気的ぴごする。途申に山肌あり、余り鎖交する面積が多む1と過両荷と

なり竃振を停上Ｌていることになる。この一例を家７･６ １ に示､しこある。

　この可変.インビータヽン及回路素子を用いこりーケ疏図を作成する場合ヽ

には次の様な特ヽ戦私ある、即ち、

　ｉ）インピーダンス､の全平面か乙次ベジ乙し得ること、

　ト）波長計を動かｊないこ･或城長に或振する猿に罠荷インビーダ‘ン又

　　　の軌床か取６かヽら享周波数線を£確に友めることが出表ること、

　川）可変インピーダンス回路の東験の第３･千図へ一･第3･6 図のよらに

　　　すると第「ｱ｛図、狐ﾜ吋図の様な出力無が略ｌ同む円群としこ出

　　　る場合が､多レカ、ら．出､力線衣.縦単に画けること、

　iv）不発定領域．発振不能領域の決定等卜庖単正座こあるこ４



冪てあ5．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50）
　この黄験にぱ蔵置の句作こ梗､1ドバハヽつし八方向性試俗刄.焉ノよノ）波．

長計、能力計に結合･すれば｀更に簡単にりーヶ線図が取れ.るものとでヽわれ

る．

7,3平行旅を出力回路とする粉波真空管（マグネトロン竿）

への恐ヽ用
引.）

ａ）鳶反射終端による粉浪唸力の吸収、貳力謎対ｌり;則定

共辰諜だ慈片

　　　　　　　￥７･７廊　齢波マグネトヽりン発振匙体ふ

　祗ワ･７図に示す様な精液マグネトロンの発振器体系を別口こ変除を行

った。第吽章、貳４･３節に於て逡べ仁平行絃の誘変体損杉の可変インピ

ーダンス回路を便用したっマグネトロンは外部に矢板回路をつける形の

ものごあるかヽ広、直販二心ヽケープ‥ﾚを用い乙器射を防いこ失振回路の乱

包高くし又測をの際に与える妨會を軽滅丿也た。直洗絶縁をし乙七力、七

取出し回路との能合度を変えることね出表、しかも対称的な構造を孔グ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52)ないために新しく考宋した蒼､架スリット回路を用いた。この回路｡は第7･

ワ昌♭ﾐ)の様な断面をもり山応ぼなよぺうμふλｊふ　のスロツj一一の両側にこ

扶の子行旅を立てたものごあっこ七の距離をちえると等個的なＬＣの囮

路のＣを変えて微徊な調整をすることにな､る。しかしこの平行扱､ヵヽら平一

行渡に唸力を医るのに、綜向隔べ沃ってぃるとこの調整は出来ない。銃

.ｉ

･1
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丿戸

･）こｊｊ記バ刀短絡聡を動かヽＬご同調をとる。平行線蒔への■naXcJ-L^y。T

は平行鮭の立こる位置を変え乙行う。可変インビータヽ｀ン入回路の抵抗体

ビしては液体頁荷を用いた｡、今一この買荷に一走能力がｙつこいる時液体

の平句温度をＴ。温Ｃ、ﾀﾄ界温度をｆＣヒする。熱の損失は平行線を通

し乙失｡う租､専餓ヒ轄射勢と力く主iこある。液体と尊体とか矢存するから平

ら蒔にば略ｚ一俵な温度と考えこよい。従って矢われる熟量は（T。４一飛）

に比例レ　この比例定数を長とすれば’平衡哉態に〉ヽ､つて後能力のえ人を

遮断じ犯も秒後の温度Ｔは。

　　　　CTyn.(X/x。一丁)=(T>nに一飛））巳‾ｋ　　　　　　　　　（ﾜ。｜）

て与えられるヵヽらぶaぺふ一ムドーに画いこ灸＆求めることお出まる。

平衡｀貳態よ勺瞼短波能力を切断しこ１秒後に放ける温急降下ムＴを上式

より算出しこおけば｀平衡状態では、その温度降下を保つだけのｔ力恥Ｘ、

つこいるのご吸吹乾力は

　　　　　ｗ＝４､２Ｍｃ△T　CおｄｔＪ

　　　　　但レ　Ｍ；液体の全重覧、ｃ：等緬的な比熟

と｡なる。牧験の一例として

~rw.a/X. -ﾆ29.５°Ｃ

T= 23､０°Ｃ　　政し

Ｘ６０

飛＝15､o℃

七＝ワｘ６０秒

　Ｃ＝１ 液体は水

( 7. 2}

　　　　Ｍ＝ｙｓとしこ　　Ｗ＝５.６５ llJ-CLXX-y

となる。この液体負荷は定在波測定器の検蔵呑の較正のみに用いて他の

居合は１体誘悒体を用口牝方辰便利乙ある。

　ｂ）　リーヶ線図53.)

　糎浪の真印篭は。自裁しに失振回路を待ち、これから出力ｽ｡送線への

支援回路も失に使用看側ごぱ調整する余地扨なし卜鎚つ乙リーケ線図は



fW
.J1_

｀t;力伝送線のｔだけてヽ取ること水ｉ萩る．所加齢波（･）マヶ’ネト･ロシr･･如

く異空管内にはｔ極のみてぺ　失振回路．変換回路七朧こ便用者の以計抱

囲ゐにあるｋＡは、リーグ糾図を取る所払、失振線上及乙tl出力繰上のに．

個所になる、

　　イ）平行線孵可変インビーダヽンス､回路上のりーケ線図、

　　頁荷側の平行線よりｔ原側の蒙架スリット回路､灰び･遂縦失振繰には

　夫に于を加え.ないものとすれぼぺ　可変インピーダヽンス回路口回転と短

　絡板の移動ｙ.を系統的に行って平行池上の定柾波測莞を椚い　ぇを反、

　射係数、檀､拍の極塵標こ表わ也ぱ通菅のりーケ峡図にな’る．

　し力ヽしこの実験は、回路の構座上の靫し六２強力なマク･ソＥＯンの漏

　戎変波のために断念七夕５を得なかヽつ化・

　　ロ）矢振線上に於けるりーケ線図．

　　査収された失振線上の定柱浪測定をれ･う．鉱石をその検波特性が自

　乗と考えられる１元４の附近に置ご指示の最ふ値P yru/>v(≒１硲よ）

　を荒み、この両側て･２Ｐｍλの値を示す籐の向隔を△工、この線上の澱

　長を入才（≒λ）とすれば｀

こ．ゝ

　ﾁ）（LｙSjへ/,Ｒ戸下ﾔﾚ＝

を通る気力は

J・1几叉　　　ソ'r^a.OC
-一一

lχに　　y nu/A^

jy二Ｋ‰Ｉ心Ｊ
４Ｑ５゙

ぐｚ，Ｔｈふづ）゛Ｋｚ．Ｐ臨づ）

( 7. 3 )

（ワ,斗）

となる。この袖対的な通過覧力の比例定数Ｋをα），こ匿べた凄体頁荷

ご較えする。従つここの唸力尹ヒ発振周波数を波長計こじ則定すれはリ

ーヶ線図が画け５．但し実験て･ぼZo = l60iI PmJi'n^―A-.BjXÅ，

戸＝目つ．　Ｐ＝２ヽﾜ２ゆＪし

Cj）　電率アliミッタンスの祉史（アドミッタン次の直痢座標上に襖

　　算したりーケ鴬�:）

こればいのロ）ご測定し批失振線上の値卜ら真吃管内部にあるマダ

ｊ

１



ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53）ネトロン観柾鶴のアド･ミッタンス､ｙ＝汝十郎を算定しこ、Ｇ

座標にヒレ　発振波長　入　気力戸色調へ1るのてヽある。

　　－ｙたｰ

巳を直角

　炭振線この反射佐敷ｒ．虻を滅測楚碁ｸりＩＪ。』爽よりの距靫が｡1な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　54）る泉のアドミッタンス､は簡単な計寡の蛇農

三一べ
　‰

B_.

Y）
ニＢＺ，ご

卜

卜
r２

けげ－２ｒヽoS2fil.

　-2rsin鄙見

ﾄt r^-2rcos28

　２町
入を

C 7, 5 3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５５２）

こ与えられる。マタヽネyヽロンの時には、との発振可能範闇八サスヒフ･ダ

ンス､をのふｊい所て･ある｡ヵ、ら.

　　　　　　cos2pl≒ｌ　　　　ｓｙ鄙見≪ｘ

従っこ、

CtZo=-~プ]万

　～　　　～ユP=Ct(フソ

「
一

一

ダ

（ﾜ､６）

どない　ＳｗＲだけこ･Ｇ、Ｖ駅決る。ｃある。。但し予は息開波能雇5こあ

る、ザス、ヒフ・ダンス、Ｂの精をな値は失振球狐莫包訟の内部までヽも一徴と

なっこいなしり、（　１の代りに波長入の変｡化ご読んこ･求める。し加えこ

の失振頑が不均一な所かﾐ周汲数変化に対しこ敏感こないと考えられるか

し　人の炎化とβ七の変化とは比例した同係となり（ワペ5丿式収用ｏら

れる。

　上に述べ総理もによって大験は可成･ハレム追七仏心バこ－302 B　を思

いこ行っ仁火験例を、年ワり表に永す、



第ツ･レ衣　　乙-302 B ・詮子アド ミツ タンス、

夕 戸(八ぶご CrCininひ） ‾再訂iぃ冠tj） 備考　入= 50､2c゛

目．２ ２､ﾜ2 ５､６ ３１、２ △λmaぶ＝０．０４４ＳＸ４ cm

２．２ 8.37 ２､８ 7G､＆ ゜λ゛讐/叉＝3,s8刈〇‾3

但し、瑞極牝瓦＝20”仁定　陽極ｔＥ＝2300与60｀’調節

磋場≒o'?0 O-iOUAOい00mA )一紀．

　　　　第８章

可変インヒ・－ダンス回路構成の急用

8. 1. 誘萱浪と数の測定回露としこの鹿用

&､I.I. m　言

56）

　誘欧定数の測定法とし乙糎液領域に於こは置換汰、準尤苧的方法、導

　　　　　　　　　　　ざ7j）浪脊汰、空洞法の峰つ左挙ホ５ことが己､寺る。Ｌか、し前こ覆は原理的に

はともかぐ　実尼上とｰしては余ヽうよい

法は矢々侠試材料お高力牟かヽ低力率あによって使い分けられでいる。従

つて種々の必のを測欠しよ５と寸れ｡はご。この２つを用ｔしこ置かヽびけれ

はヽならない、こ１に述べる誘匙定数の刑定ま瞳高力駆の場合よは尊波管

流、低力卑の場合には堅洞法に切り換jし５ものこあって、装置とし乙は

少しも変更する必簒恥ない。

　又固体誇変体の場合には　藤浪菅公､体を埋める試料の製作は国税てあ

　ｓ８）ト　場含によつては実際に調べようとする板蔵のものと瞳質が変っ乙し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巧つま５む配心おるし、又導浪をヒ試料之の応に出泉るな隙数誤差の原馴こ

なることも多しう

　この方浪は板状の試科のまｙて到定てづ、試料の出し入れに装置の解

１



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－､り‥

体を行わなむり、心簡単心

友がよし心（例えはﾆ4000 Meバントては最悪の場含ごも0. 3 7:、以内丿誤

差に鋳まう、む卵訪も一番誤董の入り易６低力率の衣リス､乎ローか級ご

心現在の普通級の定尨波測光器（ＳＷＤ）て款ｯ、μ､酉の誤左に拠つこい

るの乙矢用法､としこ心更に債砦実験用むし乙もお4jしろい仙のと悪う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆））　句この方まによれば｀、導波管定右Lが友に於ける短絡次の斟教を総（肩

レ鉱､石の検浪特性、導波管継目の良否等七琉単に筒べこ置く事水こヽ考

る。

乱j･Ｚ　測定原理並吠に伝播奇数と誘匙奇数との陶係式

　第こ･|図

試料導波管断面図

誘ｔ定数を副灸しよ５とする荻試材料ぱ溥

口矩形状の板ごこれをＸ､れた導波管の断面

図を弑8丿図に敢す。

∩ぐ

とよぶ･）

扶試材料は一夜な厚了の焙形状のものこ≒　第8･|図の如く導波管の4]爽

にあけ化入リットを家内溝としご、磨軸方向に移動す５ことがで六る様

になっごいる。この扶試材料を入れる導波管£び･二短絡装置は第３章に

於こ述べた導波管形可変インビー夕･ン又回路とをく同しヽ'でヽあって、可変

インビーダヽンス回路ごはし　テーノぐーをつけた抵抗体を入れるが、この廼

ｔ変数測定の場合には、テ一ペーのない隻形の誘変体私入るの酪農らの

みてヽある。ます･≒　嵐8丿図の試料導液管゛管内波長入Ｆヽ減表定数丸

が刺史より宸まったものとす５．第～丿■の状態と第恥２図aj)とを能

気釣に略２同じで･あると断灸するためには楕迦な芙験的、理論釣検討を

要する辰、こx･では同じで･あ５として取扱うことにする。

末第８りｌ]の様に尊液管底面各スリットl二す５ことなく凹ｊす程度にすれ宦ﾐ満城工

　柚レギし七少く､この仮免もよう正しくなっこくる。　文献２４ｊ)参照。
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入ｏ

　　　ｊて第合･２図久）の板にｰ一様

　　　ごレ首jdコ）作女な材料ぺ擲波

　　　管の長辺久の中央にλつこい

（ａ）　るものとし．七の誘箭定紋を

　　　ら、１に雪、他の部介は空

　　気こEに£, = So　とする．試

　　料の誘箭定数と複素誘ｔ率と

　　の司には

　　　麗＝ら（トj心ぺぶ）（＆コ）

　　　の肉一服匁ある．

　　　某S･2図ふJ）の断面を有する

　　　試料孝次管を自由を向中ｸ）波

（8､Ｚ）

（呂．３ﾑ）

（Ｅ４）

こうλ心心

　こい　Ｔ－一二こＴ≒一生　←-ヱｰ-や２

　　　　第呂･２図

試料蕎波姶とだの等価回路

長入，なるｔ波乙励振した時の複系管内儀長を入Fとすると

　　　　　　　人0入|ニフテニテ

の宛係から太々限界波長入ｃ、 、 入c2がぶｊ３．一一般に限界波長子於乙は

導波管の管財波長は眠限犬になレ　祀って断面方向の兼振辰おレ）ている

筈て二　この吟の岑循回路は第８･２ ｍ いの孫､な送能線に対応する．七し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０壁面の損失水ない七のとすれぱぺ　この等頂回路は収をな乙のてあ５．

　限界､破長に於ては導波轡の中央よ/）見た断面方向のインピーダうス､は

無限大になり、銑りこ基本的な南係式としこ、
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入こ|
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♂
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●

　　　　　　　　61）の方程式を得る．

C d.2 )式よト

入ｃ，＝ r-〃･二言

了丁

（&.5）

とな５か　　入oは火数　£;･入1.入cl･ Zoi .　Ｚt〉２は総こ複素数てあ゜

て、応等の偽て･実欲とな３ものには更に脚なのｏをつけて区別すること

に｡する。

複乖位柏定数ぱ

てヽある6、ら複葉管内臓長は

入打㈲,レド万古）

複晨限界波長を入ｏ＝入ｃ,。い＋Ｊム入（:･ｏ）とすれは（8･ら）の陶係よ６

入謡
‾‘乙入cio = -てごｰここ一一一一.べ

入lo'２耳

依゜て刺定て｀得られる複素管内波長人１（減裏矩歌心ヽ位ｵ目え数β．）を

複素.限界.波長入Ｃべ減哀定敦ｊＣ。、椎相鮑数βCI。）に変換するとχ式と

な３．

o(cio=一白V計㈲，外･・＝祭√Ｔて万ﾑ‾戸

に（ｇ､４）ａａ複系数を

とおく

２耳
一
入ｃ２

一

一

ZoI　　入c1　　ｿ乱一ひ械l)２でこでこ二千▽千万ドシパ

2X

入Cl

（８､６：）

（g､ワ）

（シ糾）の向係左（a,3 j）（S｀.千）″）基本式に代入して近



似のない次式:を得る。

　　　　　　　＿ご竺言βｃ'゜
y

‾C仁゜幻よ　　＿＿･＿_

ふ丿乱(臨･．Ｓリ・･球)今十ふＪＯＣ･．ぢ一心吠)昔

c。♂乱cし。ヤールλｙ・,・ぜ

-

一

一

　　　　　　　　■^XiyfL -h.ぐばｃ･・５ｔβ・･・々）よ

ぶＪ襄（（ｽﾞｃ,。５ヂβ・・々）子十ふＪＯ。，５－べcl。ヤ）子

５ぷぺIlCXc･ｏ（゜ヽ一友）十ﾔ４ふﾘｮ?ｃ,・（ａ.-４）

　　　　　　　　ｃ回２載ｄｃ､。ヤ

茲てヽ通倚成たり条件、

　　　　阪い〉(ら0　　5〉回　提っこβCI。5≫0ぐＣ,。タ

　　　　yβ。。晋一改｜　　即is d. iK -^介ヽ小ｊしぺ

を入れて計算を行えか

　　　　ダ=(:βｃ･。摩ねべ肛･。今生ダ

-

　ク

ｰ
一
一

を得る。但し，

　　　　　入cio ―

一一｀一言＿＿三蝉り脳．子尹･
ｃひＱｙclojとｼｾﾞＬ十一一一,ス√‾‾‾

4九叫?こ･りづ

一一
ｊyし＿　　　　　　　　入。。　　　　　　　　27r

/千言ｽﾞｼﾞｽﾙﾃﾞﾍ　心ご二呵こへ脚゛ヱ｀ぶ

（８８）

（８．ｙ）

( ?. 10 )

（ｈｏ

惣Ｇ．　入。:励振波長（自由空向申），≒，：第8･２図断脂を導す５試料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導波沓申の管内波長

であり. dl. a｡び,ゐ夫?こ正値ぐある。



を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･-≒ご７－

ｙ　ヤが（ａリＵ式’ニよ゜ぐ則良量入Ｐ･乱を入れると計算出未るから

筏は( &. 7 )式よう誘隠変数とｸﾞ）肉係を見出せlぼよい。（Ｓ.ワ）式を平

古すると、

?う２糾２跡＝ﾉヶｿｽﾞﾆｹﾞ］

この計算を行りて両辺の実数都．座数詐を夫々等しいとすｉと

　　　　良く一謡)２

い於仁)〔卜占 坤紆j,半（胆巾砕力趾

［8-. 12］

が戸十巳ね･t司

≒(者了十帽I寸謡)２j

(願)之

（＆13j）

４ふＪづ六が血燃≒言丿聯卜尚汀巾岬聯刎

ベキ(牡牛べ余ドj卜2緋べ毎２ト,午(牡)卜百i

＋２牡

,(,々!(ﾐﾄﾞ)２

一一一一一一一一
　ドル之

〔8. 14 〕

C 8.13 ) ( §■｡14) ifiけ

に巳，ざ数十ヒいう大為い値を取らす（ｽﾞ，従ってね，ぷざ水数呉以下２

仇の大い方てヽあれ訟･極めこ正遂に瑕趾っぬのである。

　尚測定゛よ゜て得た入Ｐヵく八に余う近接しこいなけれぱヽ（S｀｡|斗）式

の第３頂は全く，向題にならない。

これらの式から七脊５様に恍go妥１の場俗水生するが入1，≒λｏとなる

と誤ｔが大きくなることは注｡意を饗す５．

　従って（ａコ0 3 C 5. 11:　（8いい( S'.14 )のヰつの式よりら，島。5｀



か｡計算出末る。

　祖し、茲に景件（８９）と尊政令（7）壁損失か･ないといレ（実験的に補

正て･六£）仮略叙あ５だけ（･ある、

朧トＪ　伝揚定数の測定ま

　　　　　　　　　　ﾌﾗｲｽjヽワッ

漱ゑ審　シし　　　守役インヒヤーハバ回路

弗３ぐ[勁　　萍じい回路､構成．

●

マイ

電

タロ波

　　源

波長計

毎川牡卜聯函
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弗ぎ･４図　　ブロック，ダイヤ,グラム

　クライスト･ロンの直流荒源･ま。極めirを良｡て･!ヱけれぱ･な･らULし　クラ

イペトロンには熟容量の大斗い訟洞水ある力ヽら充介熱的に平衡しこよら

実験を行う。緩衝用の抵抗減袈器は　λ批八状態では10晶　内外あるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　62）滅表を少くした状態ぐぱ基板すら専波管内に残らないぞ口秀シ型水望ま

しい。

　定在汲測発居によつこ管内浪長を測ると同跨に浹長計によつてこい皮長

を調べれぱ｀よいか≒　ヅすＬ七必要こない。

　火験に乞£つて回路釣に燧絡了れた短絡ピストンを利用しこ　鉱石の

検波眸性を較Ｌしこおく。即ち短絡ピストン証一能の所に置丿　抵抗滅

載呑寸だ介入れて、ﾌ・ロー尹をｊムz＆心丿応cZふ刀全体に移動ｊヒ（、

正弦城と対比レ　２疾検波私否かヽ左調ぺる。ト第ら章、第６り節参照）



一ｊ？－

　又史前波測定器と可支インヒf一外二余回路との周の嵯Ｂ私ふ門尹Ｊ‰ツ

戸゛爽乙になンつていないか､をＳ一曲紋によ･つこ調べに方辰よしに、即ち短

絡七ベトンを移動してその位置と３ＷＤの¥/皿λの亘との曲線を画き直

練にな５慌に一調整す５．

　こ1･て▽求めている量ぱ、波長入o　の荒波で励振した時の試料導浅管の

管内服長入Ｐと減衷定数恂〇こグ９でち剣

　教験に当ついば、試料にする材料は出糸､るだけ均負こ一握な屡ｊのも

のかこまましい。低損失の材料のｽﾞ～ｔJを胞司汰で測覧す５時以外は滅長

春を入れておく。

　ド）試料導蔵管の管内浚長の剥定法。

　可艶インビータヽンス、回路の短絡ビス､トンは、を然動かｊないこヽ短絡ｌ

より慎次試料包尊凍管ちに入れこゆｙ　この時のＳＷＤのソ～･､ｔの爽を

調ベト、即ら短絡ビス、Ｅンの短絡面より尊液管内に試料が全然入つこい

ない所謂無試料の賂の５ＷＤのχ/～､、の祉置を読む。次に試柊を薯液管

内に探く入れて行ペヒ、ＳＷＤのび回心の欠は必ず試料の方に考っこ行

く。この場含の曲線ぱ第訓6区Xの根になる、Ｌは短絡面よりｔ系側へ計

几上玉

　；　　　　　　ｙムｆ
　　　　　　　　　　　　　　:一斗　　丿一一-1

第剔５図　　管為波長剥定座標

μ

→

ね ら

）

乙

図

-

　L,６

L-AI曲線

乙上は叛試料の時のＳＷＤの祉置より晨荷側に計る。Ｌの灸化に対

Ｌこヽ'＼/mx^の位置が変６ない所べあるから

桔になりている、このみ､ふ､．のこぶぶ゛分

の時が丁度半波長の整数

となる社置の差距雁から

試料導波皆ｸﾞ)管内波長ｌ求める゜゛｀あるっ今試料導浪壱夕)管内波長入T-



敷試料゛)を'ｅ導浪噫゛管内波長を∠｀リとす５．貳多ワ図に於て敗試料の

時には　短絡面ようＳｗＤのら伽。の典言この距毀おＮヤ（あったと

し試料が几よﾋﾄﾞ≒Lo Tzn Kった聘び。心ｔの莫がユよoだけよっにとす

ると、

U， 一

一
rし 八.｝一入10

(8.15;
　　　　　　　　　　　２

ＳＷＤのら、４を証む兵は．Ｍメ支らない狐にす５ことは勿論こある。

　こゝ･て･試林jく導波瞥を体に入りこいない為に生す･る難無に･レりヽｘわら

す（８り５）式こを距離゜むか｀ら試料導波管の管内波長入8oか水められる

ことを高単に良明する。

　猟失’ある誘電尋を深く挿入しこ行けぱ七の兜端から見た短絡鴫側のア

ドミ｀yタンヌ､はＸ､ミ尺菌衷のＬぐ第8 '8 E＼≪.)の様に単辻円の」こを魅赴

与　やﾑ。_￥
　　　：　　　　゛’　　　　　-ﾀ:｀:←　‾
匹ご→

　　　第a･7図

浪長測定法の屋理図

Ｑ

ぐb）

凱８名図　　ス､ミスｍ表にょる説珊

戸山７zβ/乙　画ﾀﾞ宍ﾀﾞﾙ]司

－

　　　　　　　　　　武官･9図　　計液用記号

こ蝶綴状に斑計オ向に動いこ行くかﾐ、僕矢辰少巾跨には単祉円が、ら泉t）

赳れない。（鳶線J）

　第8･2図の断ｉの試料導浪管ご蕉試料の･苔浪管と（う継目には誘電体の

存柾jによる半連統机生に　サスヒデタンス､介見並列にλこそ、七の等価

ｉ文献24-)参照

－ 一 一 ･ ･ 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一

サベ也７･タン人は誘尊胞であふ



ｒ･

）

ｊ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一- A/ --

回路は第ａ･§■0 b)の様になる。スミヌ､図表こりよ極めこ友肖いサスゼフ･

タ｀ツス､は冪ａ･＆Ｓａ-）の様に中心ｏｶ、６みこアドミッタンスが１ oo　て･あ

るＱの附近に東申し乙いる力｀ら管叫涙長が.Z刈ぐあるｓ　ｗ Ｄのらふ1.の

莫が勤恥ない時ばλＰ六の整数桔rごけ試料が;導波管内に入っていること

になる。従つここの吠怒己測定すれぱ･並列に入る不虚綾部の小Jtいサス

ｔ－アタッ八の大､いろは､向題にならないことになる。以､上は掻め乙直観的

に脊る様に入ミλ図衣を刊肌しtこＳ、これを不連続部のサス､ゼフ・タン入

を既視して数式で･証陥す３ことも出恥る。即ち不退続鮪でヽ両側を見たイ

ンピータ･‘ンス（リアクタンスフは禾容り図の記号によｙ

　　　　　かぺβ､1､＝－）、tＬし～みjL｡

　　　　　首＝-ﾔ･＝=一毫= >rL < I

どない　チ（ll）ごあ＋1ｚ　とおいてこの函数を立２にりいこ微脊しｔ黎

ヒすれはへ　これは第ａ･６ Ｓ て･曲旅衣平瓦になり犯所であウ、計算しｔ

　　　　　（肌２－０ちぺｉ‰１ｚ＝０

となる力、ら。　斟Ｌ＝P町　　　　　　　を得るので･ある。

　に本筋にもどo c . (8り5）式を変形すると。

　　　　　入胆ニΛ１一子゜剋　　　　　　　　　　　　（ａ’Ｏ

試料の力率が高い時には　れをふさくする。ソｗｗれの巣は検波ｔ荒檀の

最丿ヽ値に対す５３ＷＤの位置を凭ま凱　最､J、値指示､呉の瓜側を、同じ箭

流値を辰すＳｗＤの位置を読み取う。との申沢の位置を。ｗ､､の莫としこ

えめる。このオ法によると、管内償､長の剥免ぱ紬めて屯定催矢て･甚だ再

現忙に富む。即ち試科ク））ヽ、札方の変更や測気のＢ薪の筧逢によりこ応免

在浪測定器のｙ叩心の位置ぱ、辻の副尺の0. I -mm.程度も炎らないヵ、応

例えはｸﾞ管内議長Λg ゛ j゙00 ゛゛ なれば＼　゛゜ｌ　として入1°の測定は0ヽ２°心

以内の誤差内にある。



　ii）試料専波管の減哀定数の測良汰

　この方志はｔ漂側を整合ヽするために減衷百を入れる第｜の方法､匹　減

裂呑を除いこ直接発振管ヒを結をした形にGIる筧２の方まとに分ヽれる。

　久）

　低１の方法は所謂毒波管去に展す５ものこちら。助ち減表咎を充介､Ｘ、

れて配原と試料導波管ヒを隔離｡して七fei a. s w Dこ一読取れる抱に出力私’

充介あるか、或は材料辰応力率乙ヽある力ヽの何れかの場合に逢当ぐあふ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63）　受端水完全に短｡絡され払吃送線との亀Ｅの介屁は　短絡面の所をｔ息

標の原兵とし乙覧涼倒に乙を取れはへ

　　　　　ｙ（ｙ。レムヽ乱^x.

鉱石の検波電胤ぱ、この唸疋の絶対値のこ教てヽあって、翫疋定乳波の相

隣る最大、最小の所り絶対値を測乙て

S w R = ? =
VfiXOJK I　　　　１　　･ヽ　１　　　　β　　　＆
-べ/.-j---
V/ｍふ○　　ふ心yiC( Xrc　｀（メズ,ｔ　　几｀nべ　　八.了［

(?. 17)

融ちヽ前述の方逡によ゜て割ｏを出１て試料の服ｊを約入？Åの整骸倍

にし乙おけば卜　能とは､牝呂り07Rﾚｸ)ようにな勺試料のない所こは俑失水な

ニ　ズペ

　　　　　ト八寸ミ

'.ｙ耳2　ﾝ1夕

　　　　% 8-IOfl　　｀

導液管志の減表定数の測聚

Ｖぐか

↑

ロ七のとすれぱ’、昌ＷＤのｈyｕ。1.は

い/､川又Γ1.のよ１ｃあっt. S W Rは変

更を曼｡けない。

Ｓしへ/Ｒの測定はユんこｃむ友ふこ。４４ヵ。z.、

乙ぷしえ　によ心て行
ぐ）

即ちこ取

検波の鉱石の最小ｔ洗値をｐ示ｔと

し、愛荒値が？Ｆん。の爽の瑚の距

駐を・ｎこ・すれば'. S W Rは、

　　　　　ヂ二万7宍乙丁ﾆこ言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｅほ）

この・よう（a･ユ斗）式によっこ主演こヽない川、の姿態の減裂今我を出Ｊ

￥

－



齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　(｡３ -

のにある。

　　い

　第２の方法ぱ試料が低力辱の場合こあっ乙、ＳＷＤのP。－tバり値が低

すき’弓か｡或は発振否の出力＆小こt遅タ５場合に好都合ヽである。

　7≒の傷をのみ抵抗滅暮春を最も滅載度辰小水く殆んと:零となる様に１

る。ＳＷＤの鉱石の出、力･よ検荒計によ・で振らす力ヽ式はＤ、Ｃ、増巾

して読むこｰとが望ましい。

　兜づ短絡ピ刄トンを動かしこクライÅトロンの発振状態か急支する・’

ふふん″の附近をさがし、定柾浪測定器のｙ。λの位置或は波長計の助

けにより発振波長辰リーケ線琶の申火を孟５冷心周減牧紺近にな３よう

にするっ　これは猿抗膜をＳＷＤの｡４むもよう入れこ、最も簡単ぐ劃定に

翔をのよい減辰呑とす５塙をに、乏の扱差にょ乙て。５ＷＤのいふしの植

置秀支らないか、ら直ちに介る、この様にしておくと、周波数綜はS W R

こ（ｘ）の最外周の円に対しこ略２登直ヒ出てぃて、ＳｗＲが数十以､ｔとな

る祗力牟材料の場合にはソ一一の位置のみをおｊえておけばし周減数は

余り憂動してぃない乖になる、又ｚ友丈の附近ご･よく起べ）てぃるＰ肖ふt、

の値の浮上ト　従って定杷減劃免番のこゐも４ム９ｚ４クｔよぎ）もなく定友波

則定器の侈動によ口こ向題とな３ことは起らない。出ている唸力の大い

ぎもりーケ線Ｅｶヽ心介３ように余う変らなしり八　読み取るのはP ≫u/r、と

２ Ｐ、し、か揉に相対出力てヽあるか応更に差支えない。叉リーケ鯉ｓｌリJ･

撒小の位置変化ならは二　底力は変ってぃなしにとがいえる筈ごヽある。

（ネワ章、第フ･２･３節参照う

　了て劃定の根本原理はＳｗＤのV）ﾚい、の夭にこ同軸尊浹管変換回路口）

専妓疹ピス、レン外応可変インピーダンス回路の短絡ピ刄トン迄のを着波

皆族振回路て第官･斗Ｅ　フヽロック・タバヤク･‘ラム､の芙線ご･佃んだ翻脊う

う員荷ぼを測定レ　ご｡の値からＳｗＤのｙｍぺ。の莫よりｔ源側の損失及

ユ買丹側の壁優失を舵引い乙試料の蔓失のみに対応する恢具荷Ｑ左出し、



第８･３ Ｍ ユ）･こ承す武斟一首波管の凪套､史数か算出するものこぺ　に.れ卜ら

攻めた戒哀定数ぱ篤剔ト２節こヽ伝福楚数と誘を定数と.の･ぬ禄式な噂くに

際して廠曼し仁摩波管の損失ゐ、ないということを満足している･もｏ乙･あ

--
Ｑ

卸と領蔵

　ﾝ74　　　　　[
十一驚]兪爾一]。

六気‾二⊇てズニ√

面

゛気

　　　第８川図

リーヶ踪図に於ける測定領域

） ぐＣ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｑ£と

第g･/２図　空耳法による減衰.定数の測定

　ｊ短席谷ストン１上,述。よう，こ調整した時^ S IV Dのｙ一一ｔ,の住Ｉか読

　み取うこの莫にゾイヤ心，ゲＪジを取付ける。この次態び一策宕･F2・ ａ,）

　こヽｙ，いｕの所ここ敢検波特性のある鉱右ぐ第ら章，第ら。｜崩の入寂こ陶

‥ヽいこｰ）の最小検波気流P･17にレヒ２トーいこなる両側の二子の距敵を極め

’之精をにょめぞタツヤ，レ・ゲーび（／ｏ。ｍ,『匹ﾚづ，。。min.』にょって測

　定レ　との距離忿･乙ｘt.。ヒす５．するとこの辰会社をぬ洞kl見た時の竪

　洞のａはこと。，このｓ　ｗＤの位置より左右を見たインピーダヽレスは矢に

ヽ抵抗のみごある衣。鉱石検波器を心合めこ左電凛側のａをGe　右短絡

獄側の征をQl。とすれば｀，

　　　　　　　　　　　･･･ﾐﾐ゜ﾐ･←〃=－=--
　　　　　　　　　　　Glo　ae

の廟係収ある。

Gilo
（8､19）

　試料を入れ仁時にt S vV Dのびm.i/rLめ兵が同じ所（　lo／‰・ｍt以内）に

なる旅に可劃.インビーダうス回路の短絡ピ尺トンを萱源側に勁私す（第



ｆ

8・･2R b)試料ｇ甫汰管内に人ご）だ探ｊは勿論先に訓定八1ﾋ様μ.徊ソ２

の覧数倍（７t）ぐあって、こ札ぱ構造上.短絡じベトンの移動にようこ七光

らない．鉱石検波回路に心変Ｌｄない．こ力時のａを夫々ふe. de..

Ｑ池とすると．

に一一一一-一十一一一･一一

　　　　Qe　　Ｑ迂

（8･20）

ＱＵ）
（8､2０

　　　　　　　　　　　　　　　　（a.22）

るａの定義に対応し.てλ､カインピ

八分 Qii　　flx-o

　　n　　　　l

一一一一＿　　　＿

｀　ａ姐　　GLm
（S､23）

QL£

'/aeは同じＳＷＤのV rvw/yi.の兵力ヽら同じ波長こ同じ武態を見犯もめこ

あるから･をく享しい（7）こ･（8･呻）（8.20）式より

一一一一一一一一－
QLf.　　　Qlo　　Q.註

こなS . Qlo ．Ole Ｊまａの定義丿町直列失振の純瓶抗のみに対するＲ､。､ｔ

こ更にリアクタンス､介ヽれχ､うて抵抗ｋリアクタンス､の良いでヽ莽しし　従

っこ失振時の武力Ｐ心ｔの２倍の値2 Pmvn。を恥す向の距誕、ａ２ＬＯ、乙£ぼ

と気試料専波管(がた内波長∠≒と改り

　　　　　，＿　Af
　　　　　はしｰ-‥-‥－－
　　　　　　　　乙夏ｕ

こ表され５．或は周波数変化法によ

　　　　　　　　妬）

－ﾀ･ンス､（7･直接冽定により乙得た値｡･６で１　と叱知の管拘波長Λ1とより

Ｑを出すようになっこいるとも考えられる、この場合の匙涼側の整をに

肉しこぱ僥こ･往べＳ。従って（8.21）（a.22）両式より

ムTてぼ一乙χ６ｏ　　　　ｌ
　　一一‥一一一一＝一一一一

を得る。耶も案8･ １２１ ａ､）♭）ぐ査っこいるのは藤波管の長ｊかぐａ､）の方

加獲が圭司ΛドλIJだけ長いのと　いの場合試料れ７t入朽／２入つ

（いるだけこ二直判･ご入る短絡ビス､ドンの損失を舎めた聖後丸と並列に

入る誘電娠の頂矢も失に小､ｊい七のとすうと引算を行りて　/堕損失､が･な

く、統一老損失のみある先振回路、即ち試料膚波喩を我振-きせ｡だときの恢

菊荷ａ（心ご）を算出する式となる。　　　　　　　　　　　　　　犬。

　長大半浪長の試拝催涙鷲の無貝荷ＱのＱｔより誘能損失のみに心とす･



-一勺;－

く導政管の減表定数は

て与えられ

o･，＝ル士（寸ｙ

ぎ?（恥23）（8.24）式より

　　　　‾疋　　△XlZ一乙χし.0　λ9，２
グダスト'‾二瓦‾‾ド西谷

　7で　　一万　当�
写匹√（λ，）

（ど､24）

（8､2S）

を得る．λｐぱ（8.16）式よりぶめた試料専浪管<;) if 1^波長、ノ】ﾀﾞは無試

料導波管の管内攻長、入、は自痢堂陶申の蔵長　ふｘﾌﾞは第８口図丿

ふ）の両者のよO-LCJZ-^ TrVUrUyynMyr.、ｔの匙疏雄島示寸具の距魅四爰ぐある．

　依りこ求むる試料導波暦の管内波長と減衷定.数はいﾔ厄）（乱路）の

　両式を用いぐ則忙量より漸蕩六れる．

　向（δ．２ｙ）六!り‰．を近似的でヽなく導波昏の長さの相虚による復失を

も補正しこ正.雍に求めること七出未石辰省略すろ．

　この方志を球尼す５レ　途中に減板器拓.入っこいない場合.の匙源クラ

イストロンのりーケ縮図に於こ．同に間攻数絃のＬし　しかヽもS W R K

極めこ高い領域ご測定しこいることになり之．減衷ﾄ唇左入れた第一の方

浪に比して相当にな結をにな心てい５．一般に浪長八短ヽyなお.ば嗅空音

の出力が小7｀;くな£傾向がyあう、結合ををにしたいのごある私、通常の

空洞汰で･は包洞､こよる引込みを警戒しこ適当､ｃ疎雌合にしべ使っ乙いろ

呉を解決したことにな５．

　又こめ第２の方抜は祠に励振用の同軸賢、蓄浪管、可変インビーダヽン

ス､回路．検波器反び両瑞のピストン等を會めた如鉢の空洞に於ける測定

であ５よ、これ|よ又寥１の方志によ５電乖俐鉦整をした尊波管まにもな

りこいる・これぱりーヶ線図を塵誼に利昭す３ことによって行われ（い

る、孤ちりーヶ線図に於て中心部を蓬る局浪数こし則艶しべい５ために整

合されﾎ二頁荷に一対する発振寂長とをく緩衝減衰器をλれない３ＷＲの征

めて大ﾐSい場昏の発振波長とがJ同一であることを意味し、促っzl P廠ｔ

の枇置は殆んど変らないよいこ可変インピーダ’ンス回路のピ入トシを尿

●



７

ト

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ぶ７－

初に調整し乙ある、

　一般にぬ洞のＱ.測定と薦洩管の滅製定数ｏ（の湘良とは衷裏のぬ孤にあ

り　銭匍･減衰､百よあｏこもねく乙小二乙。f-(-C£^ >n.ふこ。４や４.｡向の距赳は試

料沢半浪長ふ時は同じこあり矢験てぺ）被めた。陥ちこの方次は勉源側に

整合され｡紅涙衷器を挿入他すふ真荷力ＳＷＲを相対酌に振釣て尺j;い能

力のｙに吏柾浚利定をしこい５ことになごりこいる。

私j･牛　試料尋波管の瓶播走数よう誘ｔ吏数左求r）ａ理論式の適用範厠

　( &.8 )式はをく近･似のないもの（ﾆ･あ心力、ら、如何なる　£ z.t<a/rt,aの

心のら、厚丿洸。刺定波長入､、等に陥係なく正確にdいりることが｡出未る

ものであるが、このニ式ゐヽら５ｊ　を算出す３辱は一報に困ｔで･数値解

僕とか図表にようて求めね・な６なし卜

　こゝ、Ｑ近似､的に求め杷理論式（日、13）（訓疹）を（P・/;の誤荒ちご適用

出来るためには、条件（９､９）に､λ､つこい５数｡値を如何なＳ値まで許す

こヒが出辰るかを調べる必平辰ある。

　試料善波管ご瞳β。。め（ｙ ｃ･ｏ　の向係は誘電体て･ある限り殆んど南題尽

なく、従・て線路の蒋性インビータうスの大数脊５に比し虚数分々を無

視す３ことか趾ｃｌｏ ’゛ヽ一匹竿が小ヽ数無以下

２桁で殆んど誤差のﾉ鼠因とならない。これらを考えこ（8｀､ａ）式の貳１

式ぱ。

　　　　ｃゐβ・・弓子一二5t－ｔβ・･。ヰ

ｔなレ　これか･も５を求めるのごヽあるべ、ずの匯ｔ、従って£ＣtiｕＪ｀）

の誤差をＰＺ許す乙すると左辺の莱㈲式としこ

cよβ・,５千乱β・．j土り゛士(貼・j｀會弓ノ

を得る。C ≫.6 ) C 8. 7 )を用い
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β・．ぢ

　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一手号球
犬⑤i

J、

一
入∂

寸く冊√町子＝o』7J尽くｊ

√百こ= 0,0 55√ア （a.26）

( 8. 2 )式の計冪図表を*. ■s.13 mに求す。この図教は応がｊよう相当べ

きい材料を波長入，こ理論式の誤差p7・程農て･測定しようとする場をに

試桝の厚六人をど札祉にすれはよｏかを皮め５場合ヽに用い５．

こゝぐ簡単の為に１よい4ｘ ｊ い場合が多い(一仁丿は町に対し乙無

視してあり。実際にはＥのふｊいときは１はこの計算昭表の破よ･り七丸

ざくて必ｐ‰の理諭誤差範岡吋にある。λは短絡ビス、トンのスロットの

巾ｸ）癩振こ1･専装管の長辺以､、従つて入、よりか､ない」ヽさい所ご･梗う。

（纂３章、凍３、３､２崩参眠:）

　図よりも朋な様に浪長辰短くなれ虚ヽλをホホくしなければならない戻

波長7. 5c/w附近乙は。Ξ水jOO位と大占いものこ五べ）厚ｊ 15 wmｸ）試料こEヽ

あれぼヽ、３％畏度の誤菟こく8､13）（＆､吽）の理論式を適司出糸、波長

３､Ｏｃｍ附近て･は８が旧以、下の臨川厚ｊの誘電体､ならぽ、同様に理論式の

猿似度A 2 %以下でヽあつて、今用上策支え｡ない循のヒ云える。

8･D S’ 本家と覆々の也の測定太ヒの比較

　ａ､）試料の形をアーペー次にして測定す５方太

　誘電体の測史で最初に町七られる方太として、尋滅管甦に試料を入れ

こ、芒の透視波或は反射波の大いさ及び位胡を測趙す５馮弥には、今ヽ迄

の例を紀ると‥誘電体に適当な了一ペーをつけれまヽ、これ力、ら無剤の反

　　　　　　　　　　　　　　　　69）射派べないものとして取扱・でいる。

　可衡インビーダン叉回廼によ６と第３章に詳述しに如く、反射係数平

面で反射係数、位相を丸々独趾に吏えることが出表たが、その際とをく

同様にテーパーをつけた誘電体を次席に短絡ビス､トンの短絡胞よう有識



営内に柿）、しこ行ｙ　ＳＷＤのび～、の位置と試料の寡ｊとｰの宍験負群

を銘ふﾌ直線の傾斜ｶヽらこの材料赳舎んだ試料導波管の往相定数､を。又試

料の寡言の変化に対するＳＷＲの肉係jノ）滅表足数を求めようaﾆ.Ｌ↑こ。

（第8、l今図乙し）

　アーバーより反射波がﾐをくなしヽヒすると、試料の尊欲管酉の家古とＳ

ＷＤのらｕ～の梗置どの嘲孫は、両名を恚標軸とした平面ご直蛇となる。

これを寥ａ､l斗図ｂ）に尽す。テーベーの長大による直鰻よ勺の変化は狐

８章第ど､２妬及び莞Ｂ輩ｉ刄3.ﾖ､２節を参照され杷い。

　試料尊該管ヽ胞心導波管の管内気をλＰヽAIと試料の探j｀‘7）気化乙Ｌ

及びX/肖λ４の植置の侈動心気七の賜には。

首＝(lｔ甘) （8,27）

の拠娠が;あう．或試料深さＬの時のＳ･Ｗ Ｒをﾀ,．ぶＬだけ更に深くλ札

払時の夫をｙｋす･ると，この試料尊浪管の滅哀定恢・く，ば．

|萌ト古叫浪士気長j ( §.28:）

となる゜この入110ヽ゜（oを乖8｀、|、２節の迎論式に代入、Ｌこら、t。Ｊを算

出す３のである。

　篤９､|吽�♭）は援柏気数利赴の飢験例を尽す。即ちアーバーの部外よ

り尼る僅払の反射波と減衷状少いのて、短絡面よう兜全艮射しこ販牝波

とによべ）或直線に吃りて波状のグラフを碍る。これらの爽験芙群よう或

る追録を引くのこあるが　直線の引方によって、17､程度の傾斜角の談

差｡ぱ充介に起う得ることである。この傾斜亀の玖胤ば（８､２ワ）式卜よＱ

て直ちに入即の測気誤差とじろ。川翫（il3）式よう巳の算式はダの

頂ををみヽラニ　は丈ふ頌・･。｀丿石　と丈－≒伊ぺ石の形にな゜r L'lz.ヽ≒、

（βｃ.､。［］の測定談趾水巳の誤笈に顕着に決ってく３から出慕るだけ波長

の測趾比槙優に行わ沿ぼならな｡いことか司トる。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－７/－

　兄欠験に際してＬの各兵鉦細けｘく、しかヽも数多くＫ功Ｏ て実験しなけ

れぼならないのこ相当に衆祉である。

　疑心こ巳の測定誤疾は第官汁３節に､遂べた方去、即ち希8い、５節のＣ）

の方丈に比しこ黎､惰以ｔ大ぎく、なり、悦台て姐。S｀　恣同程度に誤息状

友きくなる私ら、この方ま1よ途中乙ヽ断念した。

　詫ご定意を蓼することは、毎城砦を体を埋める試料でヽあろうと、そら

ごなか、ろうと　］:４Ｍえ。をつけ３刻定去にぱ当然この置友の誤ｔ力く入っ

こくることこある、

２励

２汐

　　　２７乙

４加

の
位
置

2伴

２７２

2７∂

２６ｙ

２叔

2ぶダ

μ２

ｊ　ぶ　タノ２が/B 21 ２ｙ･２タ ３ど゜3S ｊぷ、?タダ２Ｗ’ダ＆ｊｙjｙヽｒタ66 f>3 &6 69

　　　　　→挿入深さの炭化、ｸ2皿　　　　　　　　　　　　う、

　　　　　　　　　　　　E &. 14- la

　　　　　ヲーノぐ一された試料を用いた矢験例



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60:)
　レ畑形の貳料誘歎楸尼所剤短絡導波管志によう乙測足すヤ

　に町叩註Jj等ｸﾞ)行〇 た如く唸凛側を整会レ　或適当な‾荻ざＳだけ試梓

む入れて、その端の短絡面より兜全恢射丿也て、ＳＷＤにより試粁前面

か､ら最初のVyru/rbの桓置迄の距祗ヱ、ヒ３ＷＲＳを測丸して下記の式の

(ンｊ　を計算し、これからｎを図表又･よ近似式で求める、

ズー乱ｎミヒ⊇込生重竺二蓮二。ｃ♂
　　r^s　2TIS　けトデt・・ｔj叉ヤ

　　　　　　机し入、はをむ尊波管内の波長

らようＥ、以れ了を求める式は別にある。この場合は試料によりて埋り

た尊誠管を用いているが　我々の場をにば勿論中欠部のみにデーペーの

な６矩形の試料を入れた可変インピータヽヽン入回路僕成のものこある。こ

れて･　Ｇを求め寥公､l、２倆の式より巳､"tcX/O. Oをﾎ1める方汰こヽある。申夫

佃のみに試料這入札４方法（試料状らすい鮑にその已よ－Ｊ｀力く試料導

波管の挺播定数に顕箸に水いこく５こと咎利掲しているこヒになａ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60）
　μふ即Ｊし民の測良家こぱ試料の原さを変えこ無験を行う必享があるべ

申矢にのみ試料を入れて可憂インビータヽうス同路を利昭すると極めて沌

単にてごきる。

　し力ヽし一般に尊波瞥家に於てぱ短絡面よら試料の入･=）にいる長ち或は

試料端面よ>s S IV Dのらふｔ（?）所迄の距赳を測艶しなければ｀ならないざ

え等の測走を回。y・ｍ程度の精度こ･行５ことは特澗の乙夫かある装置を

利用しなけ札ぼ困難こ1ヽ、ヌ、試料璃面の仕この精度力ヽ｀これにヵヽらんて･丿ｏ

≒1の数倍の測史談をは免れないものと芯はれる。

　試料茸波雀の製根は可変インピーダンス回路構成てりま甚すご而単て･ある

水この方汰ぞ求めると、試料導波管の誉内波長には救ｿ。程度の訳察氷を

まれるかヽふＥ、九回ｙの算式に入tしると極めこ大水い誤差六なｙ　殆ど

向題にならなむ八



¶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－･るー

　○　矩形の試料誘電体を可爽インピータう一人回路株成ス劃良する者流

　　　（可変インピーｙン久回路汰）

　この方法はこの顕を除く､氷章子詳述しＣいるものこ　6）頂に逡べたよ

うに、距鮭の絶対値を読むことをこyけ試料及臥ヽ短絡ﾋ?Åレッを笥単に動

加叱る可変インピーダヽンメ､回路猿成を利用して正雍によみ取れ.る‰ふｕ

の祉置の移動よう試料尊波管の管が皮長を匙気的に測定レ試料の家苫

Ｌには単に半波長入卯八　の倍数几を汰鮑す５程度の役刺しかなしｈ

　従って試料端面．短絡ピストンの大際の金屋面と毫気的短絡面とのす･

れ等は大際こ殆ど’自題にならなしぺ　しかもＯ　に座べ拡様に２～３浪長

もの長い向を全部細かヽくＥ初めて試料采六の吏化とソ４あ､の柾置左をフ．

コットす５φ要はなく、単にら山４の趙置力ぐ歌ｊの文化に対して余ヽう変

らしlい附近のみてヽデ’--ﾀを駄ヶたjけ取れぱヽよい．

　ダ､晩電体の奪在する試料糞浪管ｋ存柾しない空む導液管とｸ）向の不後

続のリアクタンス、はじ）項の方丈（は肉題にＵ､る球、千波長の整歌格に

し（.副聚すふこの方夫こヽはこの影響をさ･することかiｔ慕る、

8-1'G　本測走次の東験的夜討
ｘ
Ｉ

管内攻長の測定

　この測赴ては試料の服さの絶対値は余り向題てヽないｶヽ･ｙ試料を可をイ

ンヒターグンス回路|こかす･しめ取付ける必苓配ない。導波管の並にあ吋６

几化家内禽よう試料加出し入れし７充分こある。この時に敏次試料の僅･

ひの傾斜、尊浪誉断面の長辺方紅槌っ乙家内溝の巾方向に於こ占める

拒置の偏う　試料瑞面の仕と、宋内溝より出ている試料の糾分ヽの大･レ

等の影響は穀際上数多く繰返しヒ駅験に於こ５ＷＤの副尺鍋ｏ mm 'iSJx^以

よの犬いでちてヽは表われなかった、七の結果再現性ぱ極めこよく、Ｂ、許

天候の変化にめ拘らずへ同一の･純系を得た。焼酎試料を短絡ビストッよ

う導波管ぬに挿入して行っ礼場をの代衣､的な曲線を嵐乱占図ヒ示す。
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ｄ●

－の時は勿論可変インピーダンÅ回路のネジ豆（第３・ ｜図）の回転数を

沢めこヽ一紀の乖ｊづｘ試料を入れ｡良七のをある。

　ベークライト・ガラス､等と試料を変えこも同様だヽ、ペークライトの様

に九レｔyの丸六いものは栄く入台た所てこ･は凍打ちね少くなり直線に近づ

い（行く。

この図には同時1こＳ

を尽してある。

ＷＲ、タ＝Λ§/TC4Xの笙数に比列する乙λの大､いｊ

　火験は4000 Maベンドで行・犯状、細何なる材料で心同一被長ならはヽ

剥芝日時を灸えた数回の管内波長の測鮑結果に於こ0.1・ｍ程度のだ虚七

宏乙ニながた、叉各硬浪長に於こ衷出した巳゛値はλo.Λa. ｘｃ･。つ申ヽ

チ岑訳数値的に屈当直・にいるレ叉半年メとも経心て、試料も周屁

の条件もまってぃるにも茜らすo､&～よよグ以内の受動内に納まりていゐ、

との一例を第8、l辰に爪す。

第S,1表　各種波島二於ける同一材料。尊定弓 長さの軍政ぱ全部粍

捨　　　料 試粁・厚さ
　�ヵntn

　λ。ニフジ;/

/1ﾀﾞ/g)ヽち∂

烏＝曙よ

/t7゛/り兄ど］

λ。= 7/, /

々＝かﾊﾞ7
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/1y゛ダらタ
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差傘％

凡μ ε λμ £ 与 ど λ/゜ £
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シリコー　ｙ
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2.∂
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この内ごも厚さノが卜一隊やヽ均質に近い製品程，又湿津浪奥特性の小さい

材外在偏差バ少いことぱぎ娠ながヽら注目きれろ。



－タ6一

　,犬上ご斗,に二か丿ろことはドヴ心の尨｡１.の変動レなしヽ所は単８， ／ら図

よりも明か扉に相当にゆゐやかであるから，試料。入っでいる琢さ乙が

Ｗ面｡のね置の移動差から求めzニ波長から計算レ＜- 1 ｍｍ.程度・痛点内で

一致していない（　第8･じ図の本当にｙ心7の佐置の変動が一番ゆるや

ヵヽなぞ坦部の中火でなく，七の止｡榜の新色以ｔ一番平坦｡万所としｔいる

ことに落‘ハ　壹内波長の算定。1 Min程度の誤差,が入る,ユと，こなるから余

り｡粗粧,Ｊ実映いｃばいけない。

　第ｇ･１表。管内波長の所でｊ耶・あゐ測定はａの様な所にな｡タｔいμ

ものである。七孔･ども各波長に於けるとは平均疆より，夕弘程｡度。痛兼内

に入り£いゐ。この様ls極め,広帯域,１亘クｔ計算止中の数護が皇っ･ｃしヽ

･こも同様などを与えることは今迄,二仮定レｔいｔ辛柄・妥当性を示すと

共に綜よレ乙確よの高いごI・測匙法でヽあゐと云ラ実験的証明,ﾆμlクえい

る。

　尚芽なり５図，ｌ引いｔある直線の瀕･斜ぱ材料ｙ同一ｏ七尚ごあるから勿

ヨ

２
　
　
　
　
　
　
　
／
‘

二
劉
帽

Ｊダ

ぶ

り7がβ?
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ｅ
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．－－べT:

起.置　　　丿らy″ｏ堵置.ﾕ

　　　　　　　　　　ｌ

y　　＆　　／２　　／ぶ　２Ｑ　２４z　２ｙ　ＪＬ２　ｊぷ　ダどっ　φｙ　4^g> J-2　ぷ｀乙　６Ｑ

　　　　　　　一試料の深さ乙吋ｘ）

　察８リら図　　減東定紋ｏ測定位置としー△､て曲死
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論亭8'り４図の尹－パーのあ石場合J”傾斜と同一心に第剔旧･図に示レだ平

μふの中史から，平μ郵の中央迄。試杵の塚さの差ぱ約,バー～,1ん。7ｔヽあ

っｔ，之は管内波長。半分|ﾆ｡μクくい石。砧。形空洞波長,計IJよる算定

波長λ。は7Z.0・・7　慰で｀あっだ。　七こぞ(ｇぶ?タ)式にA.-ﾀ/. S"mm　第∂'

は図の頌斜゜や公乙゛ｚ夕Ｊａｔ入れ｀（計算すると4μとレｔμ)｡/'･7ﾉ･7を:得

心。所がｓの測定法によると

　　　λ即゜タＺ冴一之０Ｈ･ター･２μ｡の゜･７°･り･ヶ7ヵ7　　　となる，

　尚第こりぷ図ｔヽぱ明ぐヽないが｀第８り６図の様,ｓ短絡どχトンの金屈面より

曲線平坦部の中央迄め距離は算出レｔ皆内波長・半波長lｓなっ-cいｔ享

３･７図に示した短絡ビストｙの実蕪に於ける電気的短絡面と杏屈面との

聞lｓズレがないことと一致レ£いゐ｡

　ぴ/゜）減東定数・滑沈

この水法-ｃ｀は‰≒の所（鉱石検波すゐので痔ｔ藤のゑ･■n, S ij-^'小さい時

には検波出力は小さい。しかレ竿８リ６匿,ニ示しに如く臨八7の位置移動

乙ｙ試料の塚港ムの曲線でヽ試料尊波管。長うが半波長ぐになっｔ

いゐ平坦部マ:ヽぱごﾚvぺ尹の蓮数|ユ比例するムズ即ち

Ｊズ：＝尚/フゴ）＝λろ/石 ぐ恥２幻

が｀一定。後を示すのゼ，挿λ癩さの微かの偏差lニよる減衰定収（｡従・ヽｃ

Ｑ）の測定誤差は皆内波長５測定ふ跨と同様に殆んど珪けられる，

　尚マイ,夕口波電源の周波数は変化ひ｡吐ず71－定でヽあるから短絡ビスト

ｙの移動球伴■y -cくる。所畑ヽ元来こ・方式lｓよる涙哀定数・測えは乖波

管法にレ尨も，空洞法にレで心極め･てあい釧/尺包測定しなければ｀ならな

いのやヽ，卦1こ低力率の場合ゆぱぷyＤは相当精密なもの£用いなげれ/ば｀な

ら尽日。

　を洞法ヒレて｡使用する許にによ全導友管共振回路には可‘変インピーダン

ス回疹｡ごｗへ　『ね導波音走換回路並びしニクライストロンカ発振空洞がヽ
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’yj≒が｡んいら　々は　/丿／･y）柏ご｡ありでL涵常）うこ畑ｙ　V .''H] 'i''--Iづﾊﾉﾝし/fふ，

　%Jりり全体とレこ低いＱむの中力ヽし誘定休,タい々の偵矢エふ乙一町ヽもい吠

久荷仁七を｡引算で見出すのごゐ石から勁ズ｡の測定七行ッ　卵z乙にこli　10‰l

程度,丿特度ゾ欧いヽ，哲もこう系（:･ヽ郭/Ｄを除き唯一の可動郵券<■■ 'h /:.^E-^ビ

ペトンの損良心乙ズに振算し-ｃ石与４心桁ｃ｀角現性びφ要となソぐくる｡

試作しﾂこ可皮インピーダン回路で烏田理化工業の普ゑ級のぷ･4/Ｄによりや

や熟練レ（６ｘ／ｆφのえ４４ぶ包訃っポリペチロ一ル包やゝ，再現性よく誤

数％の程度で測光するずが出禾七が，ひｙＤは更に為精度とレｔｊえの/o'

～･zの貯を:鎧保するものが望ましく，可変／fンピーダンス回路も蜻迦工

作にすればこの再現性及び誤差。問題は超当波蒼されるものと,lヽラ。

　塾ふ７圀ｏ試作短絡ビリトンご奥験レだｊｘの測定側を:第ｇ,２表。示

　　　　　　　　　　　第ぷ,２表　　乙ズ再現性。一例

豺　柊 尽分7帥） 2/私心の拉置のぶ肩戸吋も・読み菰び差鹿駈沁ぐ

烏心警乱 2.j-
､j.？､5"?　ｸ.j､ぐ/、乱９２､ﾀﾞ∂.タタＪ

3.92タ0.3Sぶ　．屁こ

､ﾀ.よ､クフ　　　　　、ﾀ.子ダ2－‥‥j.j'ぶ７

シリコーン ､y.∂
J.タ3 S　　　　　　ｊ)？ぶ∂　　　　　J.タｊ／
ご乱O.'^./t　‾よぷjぷぞ号-yjy-

ｊ.ぶﾉぶ
と)､４74　££ｃ

ﾎﾟﾘｽﾁﾛｰｯﾚ 2.乙 ､ﾀ.タクｊ　と).μど)２　ｊ．タ／ダ∂.ダと]､rヱタo.sタ６、え7/､ﾀﾞo.^o3

､ﾀ､タク／　‥‥－“　3.S/0　　　　　　、7.よ/2　　　　　又よ/2

す。尚ﾆｰの場かにはｊヱクリ朧か≒日，J許，天我によクでグ,ニ,ｘ/ざ｀≒ﾔ2程

度以上もバテックことがあつノヘ

　斜１・７　実枝デレタ

　上述末の珪札を沸クｔ励振波長λｏ゛ニツフ． ノ″７゙、崇内波長ノヅニ/∂､y.ど）

″z77zに於て測趾97ニλ戸ド）くりと肆゛/ぶハ（＆２よ）；（ﾀ.フガバ尻ノダ）等’２よ

っ（計算レダこ許電休・どわんz2ぶ等の値心:岑ｓ､２表ヅ示す、

囁
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　クバイストロンは｡神戸工業慌・，？よ心β．ｃ･Ｕ形（り形）・空岡を用

い衰換一回路は試作の弧波長支件の広酔繊。同軸導波管変換回路。sｙ・

は奪田理化工業製の普孟眼，鉱石は／八/心で白釆検波。特性,ま趨かめｔ

あハ犬きい嶮波電流議の所ではづ％程崖ｏ誤差がヽあうた。ｔ流計ば加

之内都抵抗・よらuA ≪もの，糖流計は/ダり感度ダ月のと浹用いニ。

　８ぺ,Ｓ　結　言

　可変インピーダンｘ回路構説を利用丿二毒物固体謬ｔ体・診更定数。

新レい寓琴正碓な諒｣定払１引べ差べ尚

　二の測定法によれ貼　ごく特殊な誘ｔ定数刀大きいものを除|ﾅば｀后ん

ど胆ヽ１この材外の燎電度数乞理論的/にレ以度,ヵよい数式,１よツｔ計算出木

石こと加判つ≒更に訂定か二岡する考見は勿訊実誉,ニより･（も詳細

に｡七の再現性，測光誤差|こタい乙研克レ，綜合レｔ力率の如何に拘らず

趾体奥物烋官体を巳ムルぎ共'二狐め‘こ筒孔這実，あ椅度已則定する

ことが｀出来ることを示しだ｡

　尚参考の待,こ徒米から発表さ瓦てぃる内外・瞭電体測定法と比蕨レｔ
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兄ゐと次丿昧な特徴がヽJしる。

　ノ）試埓し）力々によっ（裴置の使い外りをｊ ４ ヅ 穿づ/了いータごよい｡

　刀　試料ｏ製作が満畢ｔヽ杵別カエ作，試作を｡φ要とレな≒

　/司　力率・如何を司抑デ尚草に再現性よく正道に測走出未ん。

　　　荏に＆に両す乙測定（いふﾆｰのか法は従永のか法の遣度よりも敬介

　　　の一乃至弧。程度高，することが出｡水石，又ム,心・測定４友も

　　　大赦した普遺族の宕置で,ま/ｙ゛の桁４）ものでり,セ洞法,ﾆよ,ｊ刈定

　　　より若干どと４が｀　これも本質的な良,ぐ，ではないと,ｉヽう

　八/）巻約しｔＪ゛程｡度。為４ぶ・測定に於ける味方,を除卜･ては,在来の

” I J す法と比較して遠色のある項目が直ちに浮几で来な１

研言　：　現在､1．固体誘電体、測定法ごり訪２長所を生かす為I二損丸め

　卜　少い専物材料ぐ乙励工を作り旅体誘宛体並び七丿体涛電纏､｡刀志度捨性

　を測定すゐ方汰七徐計し£いる。

　　　実用よ或は物性海上ヵ貢献､乙対レｔ大きい期件があるがし　測定理論

　とレて･j､ii) P- U /yLCrr,U2<-caJ:-i(yit。涯度でめ心から冶略すぷＬいこする。

8･2　診健:休移非]蓉。抵抗減永享設計･，。滝,用

　兄ｔマイク口波回路に限らずあら少る回路章子は広卜周波数幣･こ亘ク

て同様な特性をもりことがφ要ごある。

　たとえ局所的な周波数箭域ご極めて良好か性質を七９ｔ１ヽでも，二れ

が実用的な広帯域簒信し力奏な周波数帯域で不直格な七のでおれ,い句題

にならない。ここごぽ語史休移相春，匹抗減長蓉キカ広帯成迅1ニソ參な

テーパー－仲分ヵ長さ・決完法･ニッいて｡はレぐる，

　テーパー部脊の久射を所年帯域内で欽与えら九だ湛以下にす七/ニめに

は，七の最,1ヽ反射を与え,乙同波数と帯鼠内・中心前近|二置くこと｡ジ･Ｘ年

ａ

●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-ｊ/－

………f,’）｡･ふ，凡眼テー｡パーグ）暮ごにょる良射……･）周波数特性丿レドノ顕｡（べ……，｜，

からての旅にす心だ｀けで充分であゐ力句　この同,餓教特性ざ昔レい場ふりこ

は窮極。所４ムガａ.方式＼- t &よリ方法がないとÅわれｆい乱

　そこぞ所要幣域巾・中心岡放数lｓ対レーｃ最小の反射包与λ-るit r- f -

ペー丹長ｊを決める向題を:取禄≒　花来・方法は周波数を夜七･（見ｔ一

ｔよい長こヽになるよラ1ニCut
a^rid。力学|二行つｔいた。

　ここぞはこの長ごを決めるのに，基礎的な実験から一挙に決める方法

包用いるが設計しに後。結果に｡は差異がな1，。即ちこ・,方法は第Ｓ・圭節

に於･ｔ並べ，ごか法と用いｔ行ラのであ石カヘ４の結果の外lｓ従来不明で

　　　　　　　　　　タ司仮定ヒレ乙iリニ參柄，こ対ｔる矣験妁根拠を与えzﾕも・ビある。広帯域iこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７/）す石方法ぱ几戸｡,とを取りた湯合と心。す６むむ，ニした場合とに大別,され，4と

りふζにつぃで調ベμ

　吃づぐ胴９乙の場合し考｡元ゐ。使用レよフとする謬電体或は私損大の減

哀器。材料を誘ｔ定数測定・場ふと同様,２ﾀ巨形,２すゐ。ニ允を亭和/ﾖ節

ｔヽ詳述レ，こ方法,ｌよりｰ（この試粁と唐心天噂牧舎。管内波長と測定ナ乱

　次に矩形試斬め草波管ヵあさ方向と幾ク刀slこ｡等合して，ニ結どよ一面よ

り順次初取タ･（行き，七の度毎に｡七の試仲と含ふだヽ尊波管。管内波長を

リ
4）

　，　　V.I　　　(Z.Y) (Z./)

　l　　　i　　　　　.f,･･･.り･ぷ,;･.･,･･;･･冶………;一一ｙ　　　
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　一一

　　　勺麗　　

レ　

ｂ　　　　　ｏ

皿拒ひ

弟g･附図　テーパー各部の管内波長の説明図

測定する。この方法を繰返

すと，試粁か噂波管。高さ

方向に占めｔいる比率と，

そ。測定波長1ﾆ対すろ管内

波長との関原カリj明するか

らえを図表,ｌ示す。これが｀

第ｇ･り図やヽある。

　即ち同図いは実際のテー

パーのクいた材料£入れた

場合を,表わレｔいる力几　こ
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れ･は圀の様に

官紬方向が｀－

様々ヽ上面,ｎ空

味のある０図

の様な構生。

導波管。単合

と考えられる。

この様にテー

パー各部・管

内波長を光義

するヒ火牛は

大測すること

･
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第多ぽ図　テーパー各部ｏ管内波長（筆位々,鮒

が出来るのｔ･ある。ｃ・様|こじ（４と句４との肉係が分心ので，そ・一

刈を第ｇ・／ｇ図，ｎ示す。

　この様に｡し-C TaJiMLふ部の管内波長が判ると，μ波。)場合ヽには界特性

インピーダンス,ば

　　　　　　　　球丿功なーや戸

亡与えら札叫ノを一定とするとｙ(づ呆)に生比例す石からj　ブソビ

ーダンス庚化による反射波。潜在ヵ葬｡度はふ舘の管内波長の羞・傾斜の

程度と一致する。ToMJUh-。長さla制限を受･ﾅ石と管内波長と跨電体高ｊ

の肉伜即ち尤一々｡た平面でヽ直犀とすれぼ乃かｙ眼分ヽの形がヽよいと断宅さ

れる。次にこの佐論から明な様,ｎ乙戸に。両端ﾉ，λが一番反射かヽ多いの

で，これらと互に消丿合多綾柏にすることが乃甲ｚﾉし全体よりの焦用。反

射を少くするニとヒなゐ｡。所が第ダリア固より明烏様js右へ皇む程材料

の尊;皮管内1ニ入ワでいる量力ぐ多くなラているので≒　インピーダンスの変

化は旱調で,あるから，ｙゑびツ。於ける反射係数ｏ正負の舟号は(２・３)

式ふり明な楳丿ﾕ同符号である。従つて圭貢の｡元射波乞λ臭の｡反肘波ぐ打
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げＯ謁には, I, 2.の距離がｔ気的に匹波長£ヽ，しかもｙ，２の,友対僚数う

屹対値加等しいユとｙメ要ｔヽあ剣（察３ヽ3･２粋参照）ｓふで導波管。抵

4a.Ｗｔ：ｔｊＮＴａＪｉＭしされ仁場声゛理海を等價的ｃ７≒４�几o/riA'nX^'lX&rt,ム友え

に直レｔ考参いニ例
で

あふのヽで’簡革lｓ之と紹介する。

廿＝－ｚ工，；当否＝－Ｙｙ

佐レｚ，ｙは線略ヽ・隼超.長当り・直.列.インヒタータンｚ,及びヽ並列アドミツ

タン’ぺである. XxfiMud LtAii.ロこ於けるＺ，ｙは共，ニλク,涵数で｀

�り/　友.＆Ｚ

一一一友Ｘ２　　　友λ

４ｙ

-
ばＸ

一2:yv= 0

となゐ。Ｚ及び｀Ｚy＝だのχ。対する炭化が少いと報定し･ｃ上式を近似

的に解き，之をﾆ線路め両端に於･ﾅゐ境界條練,ニ碁いで及射係数戸を遠似

的に計算して

み⑤[贈剥丿弑贈削プ列-回し]

政レ鉉，ニＺ。は線路のそ。点lｓ於ける特性･づｙヒ?－ダンスで

　　　　　　２，一戸万＝牡

で表わされゐ。。有価如えムλコよ線路の入九出力痢の通を意味レｔいる

乞力卜しユ対して変化しない場合41よ

で与えらｇる．恚常筑用全■It < Iヽら血一体回路の如く導波管の断面が一走

ごわりに管内．誘を体ヵ許ｔ率政は尊電率が変化するとさはこの場合｛ヽ

ある．焦損失の外宮体移栢番のときのｙ゛ j/3　となる．

　欄斜部分におけるｙ或は.βの麦祀ぱ一報,りま複菌ごあるが｀，ニ柘び直

諌酌ll良化すると仮趾するときが反射係歌は（魚損失とレｔ）

　　　へ/［☆一八・ババヤ刎］

l==な（鉉（弓ころβ丿水戸　７　∂バ２几ム/乙戸であ列

　ムÅび｀乙戸にに即れ部蚕の軸氷向の長さ及び両端の/3の差とす勉（以



一一;?び.-

上文叔７０　艇天辺ｙ，え向の距離ぎｔ元的に半波長ｎ整数倍1ニすればヽよ

いことになるヅ七こ亡戈ぐの同題はこのｔ気内,二半波長にすると云ラ條

井に対レｔ実卒の長さを如何にすれば｀よいかと云うことなる．

　所ヵぐ第２･げ図の実験,ドノ朔な眼に入札　出力塙,（ヽヽは,幾分直線性より

木れるが，この部分は位相.変化に対レｔ余りた叫戸ぱがないヵヽらま緑,㈹

と考.ええ差支えない．ｓ。申大は上に仮定レｔいろ直珍的な矢比心実.験

釣な証明を与えたふ!ﾆになる．絞っ尨阿題は筒軍であ乱　即ち誘電体ｙ

彩度管６高こめ半林辿入つに蛸の管内波吾が匹影お郎全体ｏ埠岫的４･愉

波波長になるか≒肴ご士の所の，帯逼中．ヽ同波数,こ於けゐ波表の長さ

と匹がﾉむ区向ｏ長.さを一致さ,吐ルぼよ1≒

　この簾にごして実聶しためがヽ第ｇごリ図亡あるバベ｀一クライド使用）こ

め測定法は院に享こ章穿８・心節々）に於てよべた第ｇ･ j牟ａヒ同様なも

の（ある．因より朋だ振,こ亭ｇ･に１・ﾉt＝古の管内波長ヵ長丿附左に

デー/V" -を置んだ｀場合の方び直線に近.く，七の両例の長さで行一/二文験

26ロ

２ぷ7

２ホタ

ひ　２　￥　６　？　７○　ノ２ｊ･￥ｘ乙　ｘＳ･２ａ ２２ ２μ２-ｋ 　Ｚ'ｊ-　３０　３２ぶｙ、ｊ６ ｊ２ ４む･ｙ-lj｀タｇダぶ

　　　　　　　　　　ー一一）試料挿入聡ｊの唯か7.々脚

　　ヰみけ両　　テーパーの長ごと.原射波の九牛との関係
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は｡直嫁jバノず柘

でいる。これは

辱波管。中央蔵

置，１ある場合だ

けである力ぐ，こ

ノ）考え方はを・

他の位置にあゐ

場合,ｓも直用出

　　７３）
未配

　次･こ勺かアヲジλ”

そ値£の心必にっ

いｔ考え乱。

　第Ｓ・ぼ図に。

相当する実験ぱ亭ｇ,２りｌ。様にな（。この場合心7知皿の駱と同様にｰ

略゛直線的になるから旋クｔ．かツカむむの長々£ｔ

　　巣ｇ､２Ｊ図

す波長整合ａ回路

､二八は聯波長ｏ

整合暮に図する考

恢々7

の
位
置
Ｌ
ｙ

寸
０
　
言

え方である。聊ち　２ぶ３

Z/，Ｚ２なる２夕の

波動インビーダン

スし片っ線路を整

合する.冷には

Ｚに/器万丿

J/

気的ｔ嶮波長,ニすれば｀よい。
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　　　　　→　試料挿八深さの増加師司

宰２･22m　ﾌｽ隔梁心え巾と及射波の犬|ヽさと･う関庶



恥

４ろ波勤，fｙピ心ダン･スを持タ線路を仏z波艮・長さにレヘ　両首５向

に挿入すれは≒よいことになる。

　所がＺとλyとの町係よ９使用帯政巾ｏ中lc同波数゛測定ｃに場合に一

七乃試料のない時ｙ）営内波長をλz，試料め全都入ラと時の丸乙｡≒ヒすゐ

と 八りT回に

なる管内波長に禎りする高さヱ）を第8- 20図より襟に（そのyto/yi'puX-と

夕4λ戸　lｓすれぼよいｓと’ニなる・

　この様にレ･亡ベークライト£用い･と実験レだ例をf-s- 2 2 n･ｓホす。

この逓とまラＤ。場合,ニ比ｃ亡上記,つ庫裡に近いもの,ぴ直旅的,二心……> -c

いる事が｀判明した。

　この珠にし（跨ｔ体移相器とバ低損矢め抵抗廠哀暴。Ta.jviji'の長さ七

決める同題を丿匹づｏ大きいベークライトを用いて基礎実験ご解決レフこ

しかしこの第ぶ･２節,ニ述べヽたふとは実際的な價殖ヵ高い心のとは,Sヽわな

い力七　ヱ友舛ノレ各部の管内波長を実｡瞼的lｓ求め｛，理論計算・鋳,１.仮定レ

j i たヽやを確めたニと及ヅ更|二積極的I'. II taがﾉし部分からタ）反射″を少く

する鳥lことの形と工夫する場合の基漣約方法ヒレ･亡極めｔ唐冬義なもの

と忘八

　この節の結果を爺波管。長追方向I'^JI.

息用するのには不充分ｔヽあるカ仏固定形・誘電体移相暮，抵抗減哀器・

広亭屍砲に対レてぱそのまま取り入れることが出米る。

第夕章　本研究・成果・要奥

①　マづタロ波領域ぐ糎波、粉波ハこ於亡姑息､。インピーダンスを漱り

得るユ端子。Ｅ路春子を形成レ痔ふこヒを理論酌に予測レ（第２章ノこ

れを導肢沓回路ご実験的1こ証明レ二（茅ヨ章）

ｊ

ｆ

ｋ

４
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-87'

　……）可一変インピーダンズ回路素子は狂恋の才ｙビーダｙスを鴻単な併

ズヘ　レカヽも単純な榛弁にりﾉ碓実に実現させるニとが咄米るのビある

から，至難とされてぃゐ理想的な回路系子に近ヅいにものと云える，次

に在｡来,ｚ･,も・と比較レてその非我と列挙すゐ。

7）檎査が商軍ｔヽ所要回路長枢粗めて短い，（第1･２べ2眠第２章，察ヨ章）

心　イｙビーダｙス平面を全部ひひ仇する乙ｌが出未るバ第２章，察３年）

ぶ）調整箇所は狂恋,のインヒタータン尺を取石ｃ必要なゑ低量。２ケであ

　　クｔ，ものｊヶ所の調整い対するインヒ・－タンスヂ面上の軌跡が円

　　ヒ云ラ娠め粛彙々望まい，軌跡,となるｓと。（第２東，第３章）

ｙ）２ヶの調整箇所に順序をツけるとネジヱ。亙・調整が反射係数。紀対

　　櫨，疆旭に夫々別々に噺軍な対慮岡係がクくバ第３季）

い　回路構成の主客部である短絡ヒ・ストン｡及び抵抗膜は去に広幣域の特

　　性包もっヵヽら綜合レｔ極めｔ広帯域な回路であるニと。（第ヨ章）

州　本貧的な許証ヽ宅力。制限はない。小宕力とは誘電休基板・抵抗膜,高

　　電力でぱ加吐ぶケ�タムＪ等・峡用を考善すれぱ｀よい。

喧）当惑ではある力く尭全短語数置，或は胆反射終端としｔも浹用するこ

　　とが出米刺（茅石車）

②　可変インピーダｙス回路は極めｔ基本的な回路ごあゐから種々・巻

用おヽ可能である。ごc -cli ^ヵべ表例とレと真を管。りーヶ峰図作成用

の回路とレ亀入終電定数。測定回路とレ（の息用についｔ詳細Iユ述ベ

プニが｀各寸に‥ツいブ:その要点と勢iがるヒ次の様ｆあ剣（亭６章，穿７章，第

ｇ章）

　a) ij ~>r%m作成への薦用（第７･２ゆ）

う　ノつの放置ぢインビー.ダンペ平面を全部Ｃ匹ノ乙するから裴置の取替

　　をせ莉　レカヽも熟練と要せす傭革，法亀碓実にりーケ線単が取れ



丿）ハ　･y緑図ｃ珍し李周波数疹の軌跡,包崖ラｓとが咄尿るゐヽら波長許

　　の誤差が∇へらずこ確1こ取ることがヽ出来乙。

･y/ﾘ　呼貳力線う㈹｡力ぐ印叫ユレJiい場･飴いよ，可変うンヒノーダンベ回路の

　　軌睦かヽ円でおろふヒから極めｔ好都合に直当な数μ爆必察な場所で

　　取ゐことが出米る。

;Ｖ）リーケ線図ヵ“し心λ”が｀極め■C 1^ -f-IC ･発見出札従クｔ亭周波数

　　線の周波数差を決の石・に次利ざあこ

Ｖ）　発振の谷定不発允。領域Ｚ）沢定び確実正確･ｌ出氷る,ﾆ。と。

ｙﾉ゜）長線路効果,１よる第j。tエベテレシペが’発見レ易ﾚにこ，

y陶実際上φ雰なりーケ疼図の頑斌を取るためには鋼整箇所ｔの対慮11

　　顛色侠わなくてもよいこと

．
／

　b）擦ｔ定｡数。測走法へ・巻用　洋２.ゴ節）

）可変ｊンヒ・－ダンス回路講成を利用レｔ簡単，確実ｔ･再現性の多ｌ

　　正確/ぶ広範囲Ｅ亘るとルペぶ。測定法念見出レ得zニこ≒

０　供獄材料が瀋際に迎い報以のも。亡，特別.ｚ）試作を必要,ヒゼｒ出レ

　　入れか満車ｔ一風料め測淀中に裴置をr解泳する必要力町卜

心試料を吾ｇｔ濤波管ヵ管内波長と庭木。方法。数分。ｊ以よ｡。遡及

　　ｔ｀再現性よく測定レ得ること。

ル）測瓦理論お新革ｔヽ丘ぬ度かヽ高に

Ｖ）£の測定が早々0 MCベンドぞヽはｙつ。周波数では0. 3 %程度・誤差

　　範囲内,ｓあ心。し｡かも広帯城,ｎ亘タｔ厚さの均一性と同ｃヽ程jい偏

　　差レか現われご氷ないこと。

V/) KPr年波管。減衰定数測定ir. I)-ヶ線図。｡考えを用いｔ題対的に極

　　あぐ大きい需カタ）下に測定全可能,ｓしたこと。

Ｗ）管内波長。減裁定教・測定ぱ共,ｃ極めｔ短時向,ｓ行ラことが出来。

４

で

し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ぶﾀ一一

　　いいも眺計法乞用い瘤ユとが出水｡る程数多く取ゐことかべヽきふこと。

ルノ、ｕ。新レい測定法と在米の方法とを可変インビーダンベ回路構説､ｃヽ

　　比較レｔ長所色明にレにこと。

沁　マイカの様1二極めｔ洛い材料S=も止這に測定レ莉ること。又と、ムｙ7ぶ

　　の｡値と共|ニ広い範囲七司一裴置で測定レ得ること。

　ｃ）　ｔの施。急用

7）操準可変インピーダンスとレｔの利用。ず能性力ぐあるａとを明Iユレ

　　≒（第７（L節）

の　粉波マグネトロンヽｃ電子アドこツタン’スと測兜した。（第7,3節）

川に≒よノいりあゐ誘ｔ林，抵抗砿哀春・基礎的考察と灸験を行タた　と

　　（第斜丿節）
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